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このドキュメン トについて

このドキュ メン トは DDF Builder で作業を行うためのガイ ドです。 DDF Builder の概要、

グラフ ィカル ユーザー インターフェイスを構成するコンポーネン トについての説明、

およびこのユーティ リ ティでさまざまな作業を行う際に役立つチュート リ アルが含まれ

ています。

このドキュ メン トの読者

このドキュ メン トは、 DDF Builder を使用するユーザーを対象と しています。 このマ

ニュアルで説明している手順を実行するには、 データの構造に関するある程度の知識や

ト ランザクシ ョナル アクセス方法と リ レーシ ョナル アクセス方法の基本的な知識が必

要です。

必要に応じて、 知識が必要である と思われる特定の概念や方法についてはこのマニュア

ル内で明確に提示しています。 それら提示された事項について理解していない場合は、

その知識を得てから  DDF Builder を使用するよ うにして ください。



このドキュメン トの読者

x このドキュメントについて
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DDF Builder について

以下のト ピッ クでは、 DDF Builder を使用して Btrieve ファイルにリ レーシ ョナル アク

セスする方法について説明します。

• DDF Builder の概要

• DDF Builder の起動
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DDF Builder の概要

DDF Builder は Java ユーティ リティで、 基となるデータ  ファイル （以後、 「Btrieve ファ

イル」 と言います） に変更を加えるこ とな く、 Zen データ辞書ファイル （DDF） の表

示、 作成、 変更が行えます。 DDF Builder ではさまざまな機能を提供しますが、 主に以

下のよ うな目的で使用できます。

• 既存の Btrieve データ  ファ イルへのリ レーシ ョナル アクセスを可能にするために必

要なテーブル定義を作成する

• Btrieve データ  ファ イルへのリ レーシ ョナル アクセスを確実に正し く行えるよ う既

存のテーブル定義を変更する

メモ ： DDF Builder で DDF を作成したり変更しても、 Btrieve データ  ファイルが変更さ

れるこ とはあ り ません。

DDF Builder には上記以外にも次のよ うな機能があ り ます。 また、 これ以外にも さ らに

機能があ り ます。 

• MicroKernel エンジン で使用する  Btrieve データ  ファイルを新規作成する

• Btrieve スキーマを XML ファイルへエクスポートする

• XML ファイルから  Btrieve スキーマへインポートする

• SQL ステート メン ト を作成する

DDF Builder を使用する理由

DDF Builder は、 Btrieve データ  ファイルを変更するこ とな く、 Btrieve データ  ファ イル

へのリ レーシ ョナル アクセスを追加するこ とができる特殊なユーティ リ ティです。 通

常、 DDF Builder は日常的に使用するユーティ リティではあ り ません。 DDF Builder は既

存の Btrieve ファ イルへのリ レーシ ョナル アクセスを追加するために必要に応じて使用

するもので、 データ辞書ファイルのテーブル定義を作成したり、 正し く構成されていな

いテーブル定義へ接続するために既存のデータ辞書ファイルを変更したり します。

メモ ： DDF は SQL メ タデータ用のスキーマを定義します。 DDF は、 DDF Builder で 
SQL アクセスをオブジェク ト 、 つま り  SQL テーブルで表すこ とができるよ うにするシ

ステム テーブルです。 DDF ディ レク ト リ を変更するのではなく、 SQL テーブル オブ

ジェク トに対して作業します。 DDF Builder では、 SQL テーブルを作成、 変更または削

除した場合に DDF を変更します。 1 つのデータベース内にあるすべての SQL テーブル

は同じ  DDF のセッ トに定義されます。
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旧バージ ョ ンの Zen Control Center のテーブル設計では、 リンク  モード と非リンク  モー

ドの 2 つの作業モードを提供しているものもあ り ます。 リ ンク  モードではテーブル定

義とデータ  ファイルの両方を変更するこ とができますが、 非リ ンク  モードで変更でき

るのはテーブル定義のみです。 DDF Builder では、 IN DICTIONARY 呼び出しを使って

非リ ンク  モード同様のモードを使用するこ とで、 Btrieve ファイルを変更するこ とな く  

DDF を変更します。 DDF Builder では Btrieve ファイルへ書き込みを行う こ とはあ り ま

せん。

DDF Builder では行わないこと

DDF Builder は既存の Btrieve データ  ファイルを変更する目的には使用できません。 既

存の Btrieve ファ イルおよび DDF を変更して リ レーシ ョナル アクセスを提供するつも

りであれば DDF Builder を使用すべきではあ り ません。 その場合は、 既存の Btrieve 

ファイルを変更する  Zen Control Center やその他の Zen ユーティ リ ティを使用するこ と

をご検討ください。

また、 DDF Builder はキーの作成や変更に使用するものではあ り ません。 キーに関する

操作を行う場合は、 Zen Control Center の Table Editor を使用します DDF Builder は DDF 

の作成や変更を目的と しています。

ZenCC を使用しない理由

Zen Control Center は物理データ  ファイルとデータ辞書ファイルを同時に操作する、 つ

ま り リ ンク  モードで操作するこ とを目的と しています。 DDF のみを変更するために 

ZenCC を使用するこ とはお勧めしません。

必要な知識

DDF Builder を使用する場合に最も重要なのは、 作業対象のデータの構造を完全に理解

しておく こ とです。 データの構造を理解していないと、 DDF Builder でテーブル定義を

作成したり変更するこ とが難し くなるため時間がかかり、 このユーティ リ ティの効果が

得られません。

その他の有用な情報

Zen データベースからデータがアクセスされる と きに用いられる ト ランザクシ ョナルと

リ レーシ ョナルという  2 種類の主要なアクセス方法について理解しているこ と も役立ち
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ます。 DDF Builder の機能の大部分は、 ト ランザクシ ョナル アクセスについての知識が

役立ちます。 それ以外の機能については、 リ レーシ ョナル データベースの一般的な概

念についてよ く理解しているこ とが必要です。

メモ ： このマニュアルは、 ト ランザクシ ョナル アクセス方法と リ レーシ ョナルの概念

について理解しているこ とを前提と して説明しています。 以下に、 DDF Builder を使用

する前に理解を深めるこ とができる  Zen マニュアルを挙げています。 また、 Zen 開発者

向けドキュ メン トは Zen データベース  エンジンのインス トール時に一緒にインス トー

ルされます。

ト ランザクシ ョナル アクセス

ト ランザクシ ョナル アクセスの場合、 アプリ ケーシ ョ ン プログラムは物理的または論

理的のどちらの経路でもデータ  レコード内を前方および後方に移動するこ とができま

す。 ト ランザクシ ョナル API を使用するこ とで、 アプリ ケーシ ョ ン プログラムは直接

制御を備え、 開発者はデータの基本構造の知識に基づいてデータ  アクセスを最適化す

るこ とができます。 Btrieve API を使用するこ とはト ランザクシ ョナル アクセスの 1 例
です。

ト ランザクシ ョナル アクセスについて理解を深めるには、 以下のマニュアルを参照し

てください。

• Zen Programmer's Guide （開発者リ ファレンス）

• Btrieve API Guide （開発者リ ファレンス）

• Advanced Operations Guide （上級者リ ファレンス）

リレーシ ョナル アクセス

リ レーシ ョナルとは、 データがテーブル、 行、 列の集ま り と して表されるアクセス方法

です。 リ レーシ ョナル モデルは、 開発者を基となるデータ構造から切り離し、 データ

を単純な表形式で表します。 ODBC はリ レーシ ョナル アクセス方法の 1 例です。

リ レーシ ョナル アクセスについて理解を深めるには、 以下のマニュアルを参照してく

ださい。

• SQL Engine Reference （上級者リ ファレンス）

• Advanced Operations Guide （上級者リ ファレンス）

• Zen User's Guide （一般リ ファレンス）

• Zen Programmer's Guide （開発者リ ファレンス）
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次に行う こと

DDF Builder でテーブル定義に対して変更を行う と  DDF の構造が変更されます。 この

ユーティ リ ティの使用前の注意事項と して、 作業対象のファイル （DDF も含む） を必

ずバッ クアップしておいてください （Btrieve ファイルは、 ファ イルのページ構造内に

データが格納されるため、 データ  ファイルと も呼ばれます）。

メモ ： DDF Builder では既存の Btrieve ファイルのレコード  レイアウ ト構造を変更でき

ません。 このユーティ リ ティを使って新しい Btrieve ファイルを作成するこ とはできま

す。

セキュリテ ィの無効化

Zen セキュ リ ティ  モデルが有効なデータベースに対して作業する場合、 DDF Builder で
そのファイルを開く前にはそのデータベースをオフラインにし、 すべてのセキュ リ ティ

を解除しておきます。

DDF Builder のコンポーネント

ユーティ リ ティ以外にも、 DDF Builder では以下のコンポーネン トがあ り ます。

ログ ファイル

ログ ファイルは DDF Builder が問題のある状態を報告するファ イルです。 デフォルトの

インス トールで、 ログ ファイルは次のディ レク ト リにインス トールされます。

C:\ProgramData\Actian\Zen\rcp\workspace-builder\.metadata

ユーザー向けドキュメン ト

『DDF Builder User's Guide』 は Zen ユーザー向けドキュ メン トに含まれています。 

チュート リアル ファイル

DDF Builder では、 『DDF Builder』 に含まれているチュート リ アルで使用するファイル

のセッ ト をインス トールします。 このチュート リ アル ファイルはデフォルトで、 C:\

ProgramData\Actian\Zen\DDFBuilder\tutorials にインス トールされます。 説明について

は、 DDF Builder チュート リアルを参照してください。
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デフォルトのインス トール先については 『Getting Started with Zen』 のファイルはどこに

インストールされますか？を参照してください。
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DDF Builder の起動

DDF Builder の起動は、 Windows オペレーティング システムから、 Zen Control Center

（ZenCC） 内から、 あるいはコマンド  ラインから行う こ とができます。

DDF Builder を Windows オペレーティング システムから起動するには

1. ［スタート ］ メニューまたはアプリ画面から  DDF Builder にアクセスします。

DDF Builder メ イン ウ ィンド ウが開きます。

ZenCC から  DDF Builder を起動するには

1. ZenCC のメニュー バーで ［ツール］ > ［DDF Builder］ をク リ ッ ク します。

2. DDF Builder メ イン ウ ィンド ウが開きます。  

コマンド  ラインから DDF Builder を起動する

DDF Builder は Windows または Linux でコマンド  ラインから実行可能ファイルを実行す

るこ とによって起動するこ とができます。 詳細については、 次の ト ピッ クを参照してく

ださい。

Windows

実行可能ファイル builder.exe を実行する と、 DDF Builder が起動します。 『Getting 
Started with Zen』 のファイルはどこにインストールされますか？を参照してください。
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Linux 

実行可能スクリプ ト  ファイル builder を実行すると、 DDF Builder が起動します。 この

スクリプ ト  ファイルは、 デフォルトで usr/local/actianzen/bin ディ レク ト リにインス トー

ルされます。

ファ イル ブラウザー アプリ ケーシ ョ ンでスク リプ ト  ファイルをダブルク リ ッ クするの

ではな く 、 コマンド  プロンプ トから  DDF Builder を起動するこ とをお勧めします。DDF 
Builder の実行に関する ト ラブルシューティング ガイドを参照してください。

Linux で DDF Builder を起動するための要件 

Linux 上で DDF Builder を起動するには、 以下の要件を満たしている必要があ り ます。 

要件 説明

Zen Server または Client 同一マシンに互換性のある  Zen Server または Client が既にインス

トールされている必要があ り ます。 『Getting Started with Zen』 の 
Linux ベースのシステム用の Zen のインストールを参照してくだ

さい。

X Server へのアクセス xhost コマンドは、どのク ライアン トが現在のマシンの X-Windows 
System にアクセスできるかを制御します。 デフォルトで、 xhost 
はアクセス制御をオンにします。 つま り、 X-Windows System を起

動したユーザーのみが DDF Builder を起動できます。 

X-Windows System ク ラ イアン トの制限は、 ターミナル ウ ィンド ウ

で xhost + を実行するこ とによって解除できます。

Java Runtime 
Environment （JRE） 

DDF Builder を実行するために必要な JRE コンポーネン トは、 Zen 
の一部と してインス トールされます。 DDF Builder は、 Zen の一部

と してインス トールされる  JRE のローカル バージ ョ ンを使用しま

す。
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DDF Builder の実行に関する ト ラブルシューテ ィ ング ガイ ド

DDF Builder を実行する要件に合致しているのに、 実行に問題がある場合は、 以下のト

ラブルシューティング ガイ ドを参考にしてください。 

ト ラブルシューティングする状
態

説明

"java.lang.UnsatisfiedLinkError" 
というエラーを受け取った。

このエラーは、 ファ イル ブラウザー アプリ ケーシ ョ ンを

使用してスク リプ ト  ファ イルをダブルク リ ッ ク して DDF 
Builder を起動しよ う と したと きに、 よ く起こ り ます。 コ

マンド  プロンプ トから  DDF Builder を起動してください。

このエラーは、 LD_LIBRARY_PATH 変数が設定されてい

ない場合に発生します。 builder スク リプ トがこの変数を設

定します。 この変数は、 以下のコマンドを使用して明示的
に設定するこ と もできます。 

export LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:/usr/local/

actianzen/lib64 

DDF Builder を root またはユー

ザー zen-svc と して実行しよ う

とする と、 "SWT no more 
handles" というエラーが返され

る。 

DDF Builder を実行するには、 zen-svc または root ユー

ザーと してログインする必要はあ り ません。 ただし、 これ
らのユーザーのどちらでもない場合は、 zen-data グルー

プのメンバーである必要があ り ます。

"SWT no more handles" エラーは、 X Server がク ライアン ト

への接続を拒否したために発生します。 zen-svc または 
root ユーザーに切り替える前に、 コンソール ウ ィンド ウ

を開き、 xhost + と入力してほかのク ライアン トが X 
Server に接続できるよ うにします。

これで、 zen-svc または root ユーザーに切り替えるこ と

ができます。

また、 場合によっては DISPLAY 環境変数を設定する必要

があ り ます。 zen-svc または root ユーザーと して、 コン

ソール ウ ィンド ウで以下のコマンドを入力します。

export DISPLAY=:0.0  

または

export DISPLAY=localhost:0.0 
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DDF Builder のキャッシュをクリアする

DDF Builder は効率を上げるために一定の情報をキャッシュします。 弊社テクニカル サ
ポートからの指示に応じて ト ラブルシューティング目的に、 あるいはすべてのファイル

を確実に再ロードするために、 キャ ッシュをク リ アする必要がある場合もあ り ます。

キャ ッシュは、 DDF Builder をパラ メーターを使ってコマンド  ラインから起動した場合

にのみク リ アできます。

メモ ： DDF Builder の通常の使用時には、 起動時にキャッシュをク リ アしても何も利点

はあ り ません。 通常使用の場合は、 DDF Builder の起動の説明のとおりにユーティ リ

ティを起動します。

DDF Builder のキャッシュをクリアするには

1. DDF Builder を実行中の場合は終了します。

2. コマンド  プロンプ ト を開きます。

DDF Builder のエラー ログ ファ

イルを表示、 またはエラーをコ
ンソール ウ ィンド ウに リダイ

レク ト したい。 

DDF Builder エラーのログ ファ イルは、 ユーザーのホーム 
ディ レク ト リ下にあ り ます。 ト ラブルシューティングのた
めには、 エラーをコンソール ウ ィンド ウに リダイレク ト

する と よ り便利です。

エラーをコンソール ウ ィンド ウにリダイレク トするには、

DDF Builder の起動時に -consoleLog オプシ ョ ンを使用しま

す。

builder -consoleLog

以下のエラー メ ッセージが返

された。 " データベース  エンジ

ンに接続できません。 ターゲッ
ト  マシンがアクセス可能で、

かつエンジンが実行されている
こ とを確認してください。 " 

このエラー状況は、 ローカル サーバーを管理しよ う と し

た場合に発生します。 

ローカル サーバーを管理するには、 zen-data グループの

メンバーであるか root ユーザーである必要があ り ます。

『Getting Started with Zen』 の Linux および Raspbian での 
Zen のアカウン ト管理を参照してください。

root 以外のユーザーと して DDF 
Builder を起動しよ う とする と、
"GTK IM Module SCIM: Cannot 
connect to Panel!" とい うエラー

が返される。

いくつかの Linux OS では、 環境変数 GTK_IM_MODULE 
を指定する必要があ り ます。

この問題を解決するには、 DDF Builder を起動する前にコ

ンソール ウ ィンド ウで、 以下のコマンドを入力します。

export GTK_IM_MODULE=scim‐bridge

ト ラブルシューティングする状
態

説明
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3. Zen インス トール ディ レク ト リの Zen\bin\ ディレク ト リに移動します。 

4. 「builder ‐clean」 と入力して、 Enter キーを押します。

これによ り、 キャ ッシュがク リ アされ、 DDF Builder が起動します。 

次に行うこと

DDF Builder の全般的な理解が得られたら、 DDF Builder の使用でユーザー インター

フェイスの概要を参照してください。
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DDF Builder の使用

以下のト ピッ クでは、 DDF Builder の使用の概念、 ユーザー インターフェイス、 および 

DDF Builder で実行できる操作について説明します。

• DDF Builder の概念

• GUI のリファレンス

• DDF Builder の各種作業
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DDF Builder の概念

このセクシ ョ ンでは、 DDF Builder での作業に関する概念的な情報を提供します。 以下

のセクシ ョ ンがあ り ます。

• 用語の確認

• セキュリテ ィ

• 旧バージ ョ ンのデータベースと  DDF のバージ ョ ン

• DDF Builder におけるエラーの検出と修正

• 元の定義と変更済み定義の保存

• テーブル定義エディ ター ページ

• DDF Builder におけるレガシー ヌル

• DDF Builder における真のヌル

用語の確認

DDF Builder で作業を開始する前に、 このマニュアルで使用している用語についても う

一度確認してください。 用語には、 リ レーシ ョナル データベース  モデルでのみ使用さ

れるものもあれば、 ト ランザクシ ョナル データベース  モデルに関するものもあ り ます。

DDF Builder はト ランザクシ ョナル データから リ レーシ ョナル テーブル定義を作成する

よ う設計されているため、 これら  2 つのモデルを一つの場所で一緒に用います。 ト ラン

ザクシ ョナル モデルで使用される用語がリ レーシ ョナル モデルでは異なる意味になる

こ と もあるため、 こ こでの情報は役に立ちます。 次の表に、 このマニュアルで使用され

る用語を示します。

用語 定義

データベース DDF のセッ ト 、 テーブル定義、 データ  ファイルのセッ トおよび DSN 
を含めたファ イルの集合体。

ファ イル

テーブル

Btrieve 物理ファイルまたは SQL テーブル名。

辞書

データ辞書

システム カタログ

システム テーブル

データ （メ タデータ） のテーブル定義を含めるこ とができる  DDF ファ

イルのセッ ト。
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セキュリティ

DDF Builder でセキュ リ ティが有効なデーターベースを扱う場合は、 DDF Builder でその

ファイルを開く前にすべてのセキュ リ ティ を無効にしておく こ とをお勧めします。 セ

キュ リ ティを無効にできなかった場合、 DDF Builder では呼び出しが実行されるたびに

安全なログインとパスワードを要求します。 呼び出しごとにこの要求がある と、 テーブ

ル定義の作成や変更に必要な回数によっては作業効率の低下を招く恐れもあ り ます。

旧バージョンのデータベースと  DDF のバージョン

DDF Builder は PSQL v9 以上のバージ ョ ンでサポート されます。 Scalable SQL v4.00 以上

で作成された DDF は Btrieve データ  ファイル v6.x 以上と一緒にサポート されます。

Scalable SQL v3.xx 以前のバージョ ン

Scalable SQL v3.xx 以前のバージ ョ ンで作成された DDF がある場合は、 それを DDF 
Builder で開く前に変換しておく必要があ り ます。

この手順については、 レッスン 1 － v3.00 の DDF を使った作業を参照してください。

Btrieve v5.x 以前のバージョ ン

DDF Builder ではバージ ョ ン 6.x のファイルをサポート しますが、 バージ ョ ン 6.x よ り前

に作成されたファイルはサポート しません。 Btrieve v5.x 以前に作成された Btrieve デー

タ  ファイルがある場合は、 それを  DDF Builder で開く前にリ ビルド しておく必要があ り

ます。

テーブル定義 Btrieve ファイルに対応する  DDF のエン ト リ。

DDF

システム テーブル

システム オブジェ

ク ト

拡張子が .ddf のファイル。 DDF は、 リ レーシ ョナル データベース （メ

タデータ） の制約内でファイルを定義するための手段を提供するシス
テム テーブルです。

キー

インデッ クス

特定の順序でテーブルまたはファイルをソート した り、 特定の値の検
索を最適化するために指定されるデータ。

用語 定義
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この手順については、 レッスン 2 － v6.x より前のファイル形式での作業を参照してく

ださい。

DDF Builder におけるエラーの検出と修正

Btrieve ファ イルに関連付けられている既存のテーブル定義を開く場合、 DDF Builder で

は一連の比較とチェッ クを行います。 これらの比較とチェッ クによってエラーが検出さ

れる と、 DDF Builde はテーブル定義に対して一定の調整を行う こ とがあ り ます。 テー

ブル定義に対する変更は定義エラー ビューに記録されます。 

メモ ： DDF Builder では必ず元のテーブル定義を保持するので、 DDF Builder で行った

変更がテーブル定義に自動的に保存されてしま う こ とはあ り ません。 変更されたテーブ

ル定義または元のテーブル定義のどちらかを別名で保存すれば両方の定義を保持できま

す。

DDF Builder が行う変更の評価と可能性を理解できるよ う、 DDF Builder がたどる手順を

見てみまし ょ う。

まず、 DDF Builder は Btrieve ファイルを調べて、 レコード長、 インデッ クス、 インデッ

クス  セグメン ト など適切な内容を分析します。 次に、 DDF Builder は既存の DDF を開

き、 その DDF に含まれる情報を見て Btrieve ファ イルと比較します。 双方の内容が互い

に一致するかしないか、 体系的に比較されます。

DDF Builder では、 Btrieve ファイルで見つかった内容を基準にしてエラーや問題を検出

および修正します。 次の例でわかりやすく説明します。

例 1 － インデックスの不一致

1 つのキーを含む Btrieve ファ イルがあ り ます。 テーブル定義にはこれに対応するイン

デッ クスがあ り ません。 DDF Builder では Btrieve ファイルを変更するこ とはできないの

で、 この Btrieve ファ イルで定義されているキーがインデッ クス と してテーブル定義へ

引き継がれます。

この種の状況を処理する場合の情報については、 レッスン 6 – インデックスの不一致を

参照してください。

例 2 － レコード長の不一致

Btrieve ファ イルには総レコード長が 120 バイ トで定義されているレコードがあ り ます

が、 テーブル定義では 100 バイ ト分しか定義されていませんでした。 DDF Builder では 
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Btrieve レコードを変更できないので、 テーブル定義の方に、 割り当てられていない 20 
バイ トの列を追加します。

この種の状況を処理する場合の情報については、 レッスン 8 – レコード長の不一致を参

照してください。

例 3 － フラグの不一致

Btrieve ファ イルのキーには、 テーブル定義内の対応する  SQL インデッ クスのフラグ設

定と一致しないフラグがあ り ます。 前の例と同様、 DDF Builder では Btrieve ファイルを

変更できないので、 テーブル定義の SQL インデッ クスにおけるフラグ設定は Btrieve 
ファイルのフラグ設定と一致するよ う変更されます。

この種の状況を処理する場合の情報については、 レッスン 5 － ファイル / フ ィールド  
フラグの不一致を参照してください。

メモ ： DDF Builder チュート リアルの章では、 DDF Builder で作業時に発生する可能性

があるさまざまな状況に対応する手順を提供します。

DDF Builder ではすべての問題を修正するこ とはできません。 DDF Builder で検出され修

正される問題については、 定義エラー リス トを参照してください。

元の定義と変更済み定義の保存

DDF Builder は既存のテーブル定義に対して推奨する変更を行いますが、 その変更を保

持するよ う要求されたり、 あるいは元のテーブル定義を破棄するよ う要求されるこ とは

あ り ません。

変更した定義または元の定義のどちらかを別名で保存すれば、 両方の定義を保存してお

く こ とができます。 DDF Builder によって行われた変更を受け入れる場合、 変更した

テーブル定義か元のテーブル定義のどちらかを別名で保存できます。

DDF Builder によって行われた変更を拒否する場合、 元のテーブル定義は元の名前で保

持されます。

テーブル定義エディ ター ページ

テーブル定義エディ ターは、 テーブル定義のビュー、 作成および変更に使用する複数の

情報ページで構成されます。 テーブル定義エディ ターには以下のページがあ り ます。

• ［テーブル］ ページ
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• ［インデッ クス］ ページ

• ［プレビュー］ ページ

• ［統計情報］ ページ

• ［SQL ビュー］ ページ

［テーブル］ ページ

［テーブル］ ページはテーブル定義の作成や変更時に大半の作業を行うページです。 こ

の ［テーブル］ ページには、 未加工データ  ビューとグ リ ッ ド  データ  ビューがあ り ま

す。

未加工データ  ビュー

未加工データ  ビューでは、 Btrieve ファ イルのデータを ASCII と  16 進数表示で見るこ と

ができます。 このビューにはレコード長、 オフセッ ト 、 およびフ ィールド  サイズも表

示されます。

また、 未加工データ  ビューでは列、 ヌル インジケーターの判断や、 不明なフ ィールド

やバイ ト を特定するために必要なビジュアル インジケーターを提供します。

ヒン ト ： 未加工データ  ビューで使用されるビジュアル インジケーターの詳細について

は、 次に未加工データ  ビューで表示される属性を挙げます。 を参照してください。

グリ ッ ド  データ  ビュー

グ リ ッ ド  データ  ビューの機能は、 Zen Control Center の SQL Editor で見られるグ リ ッ ド  
ウ ィンド ウ  ビューに似ています。 

インデッ クスに使用されるフ ィールドはサイズや型を変更するこ とができません。

フ ィールド名のみグ リ ッ ド  データ  ビューで変更できます。 インデッ クスの追加、 イン

デッ クスの削除、 またはその他のインデッ クス情報の変更を行うには、 Btrieve 

Maintenance ユーティ リ ティを使用して Btrieve ファイルを直接変更する必要があ り ま

す。

ヒン ト ： グ リ ッ ド  データ  ビューで使用されるビジュアル インジケーターの詳細につい

ては、 次にグリ ッ ド  データ  ビューで表示される属性を挙げます。 を参照してくださ

い。
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［インデックス］ ページ

［インデッ クス］ ページでは、 DDF Builder が Btrieve ファイルで検出したインデッ クス

と インデッ クス  セグメン ト を見るこ とができます。 このページからインデッ クスやイ

ンデッ クス  セグメン ト を追加した り変更した りするこ とはできません。 ［インデッ ク

ス］ ページで可能なのはインデッ クス名の変更のみです。 ［テーブル］ ページでイン

デッ クス  フ ィールドの名前を変更した場合、 その変更は ［インデッ クス］ ページでリ

アルタイムに反映されインデッ クス名が更新されます。

メモ ： インデッ クスの名前付けに必要な手順については、 インデックスの名前を付け

るを参照してください。

オルタネート  コレーテ ィ ング シーケンス （ACS） フ ァイル

オルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） ファ イルを使用する  Btrieve ファ イル

で作業する場合、 その ACS ファイルは作業対象の Btrieve ファ イルと同じディ レク ト リ

にあ り、 拡張子は .alt （upper.alt など） である必要があ り ます。

［プレビュー］ ページ

［プレビュー］ ページでは、 現在のテーブル定義を使用して書式設定されたファイルの

データを見るこ とができます。 テーブル定義を変更する と、 それに応じてこのプレ

ビューも変わり ます。

［プレビュー］ ページは読み取り専用です。 このページに表示される情報を編集するこ

とはできません。 ただし、 このページの下部にある矢印ボタンを使ってレコードを移動

するこ とはできます。

［統計情報］ ページ

［統計情報］ ページでは、 テーブル定義エディ ター で開いたファイルの Btrieve ファイ

ル統計情報が表示されます。 このページに表示される情報は、 Btrieve Maintenance ユー

ティ リ ティでこのファイルに対して生成された統計情報レポートで報告される情報と同

じです。

［SQL ビュー］ ページ

［SQL ビュー］ ページでは、 テーブル定義の作成や変更を反映した SQL ステート メン ト

が表示されます。 テーブル定義を変更する と、 その基となる  SQL ステート メン トは

［SQL ビュー］ ページで直ちに更新されます。
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このページの情報は読み取り専用なので、 このページ上で内容の変更を行う こ とはでき

ません。 必要であれば、 ステート メン ト を選択してコピーし別の場所で使用してくださ

い。

注意！ Zen 辞書システム オブジェク トへの参照が含まれるステート メン トは再利用し

ないでください。 これらのオブジェク トは X$< テーブル名 > という書式で簡単に特定

され、 所有者から再利用を禁止するコ メン トが記述されています。

DDF Builder におけるレガシー ヌル

レガシー ヌルについては、 Pervasive.SQL 2000 よ り前の Zen のバージ ョ ンでのみサポー

ト していました。 レガシー ヌルを使用するファイルは DDF Builder で認識されますが、

DDF Builder で作業する場合は、 このタイプのヌルを処理するために必要なアクシ ョ ン

はあ り ません。

DDF Builder における真のヌル

Pervasive.SQL 2000 では真のヌルに対するサポートが追加されました。 真のヌルについ

ては、 フ ィールドの先頭にあるバイ トで、 ヌル インジケーター バイ ト と しても知られ

ています。 これは、 該当する列にヌル値の可否を指定するために用いられます。

真のヌルを使った作業

DDF Builder でレコード  フ ィールドを定義する場合、 レコード内にヌル値を許可する

フ ィールドがあるかど うかを知っているこ とが重要です。 なぜなら、 レコードの一部分

でヌル値を許可するこ とにした場合、 1 バイ トが余分にフ ィールドへ追加されるからで

す。 ファ イルは Btrieve ファ イルであるため、 レコードでヌル値が許可される部分は、

ヌル インジケーター バイ ト を使用するこ とで指定されます。 ヌル インジケーター バイ

トは、 テーブル定義エディ ター ページの未加工データ  ビューでフ ィールドまたは列の

直前のバイ トに該当します。 ［ヌル］ チェッ ク  ボッ クスが選択される と、 ヌル インジ

ケーター バイ トがアクティブになり、 そのヌル インジケーター バイ ト分を確保するた

めフ ィールドのサイズは自動的に 1 バイ ト削減されます。

メモ ： Pervasive.SQL 2000 よ り前に作成されたファイルで作業する場合、 ヌルはほとん

ど問題になり ません。
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ヌル値を許可するフ ィールドの作成

DDF Builder でヌルを許可するフ ィールドを作成する際は、 フ ィールドのサイズと ヌル 
インジケーター用に必要な 1 バイ ト を考慮する必要があ り ます。 これはヌル値が可能な

フ ィールドのサイズを  25 バイ トにするつも りでれば、 実際は 26 バイ ト と して定義し、

1 バイ ト分をヌル インジケーター用に確保するこ とを意味します。 フ ィールドに対して

ヌル値を許可するよ う指定する と、 そのフ ィールドのサイズは自動的に DDF Builder に

よって 1 バイ ト削減されます。

メモ ： ヌル値を許可する列と ヌル値を許可しない列での作業例については、 チュート

リ アル 1 の例で未加工データ  ビューでヌル値を許可する列を作成する とグリ ッ ド  デー

タ  ビューでヌル値不可の列をヌル値を許可する列に変更するを参照してください。
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GUI のリファレンス

DDF Builder ではグラフ ィカル ユーザー インターフェイス （GUI） が利用できます。 こ

の GUI には、 オブジェク トの表示や作業に使用するさまざまなエディ ター、 ビューお

よびウ ィザードがあ り ます。

編集中のオブジェク トは、 エディ ター上部にタブによって示されます。 タブにはオブ

ジェク トの名前が表示されます。 エディ ター内で変更したデータは明示的に保存する必

要があ り ます。

ビューは、 一度に 1 つのみ開く こ とができます。 ビュー内で実行された操作は直ちに適

用されます。 明示的に保存する必要はあ り ません。

ウ ィザードでは 1 つまたは複数のダイアログによって特定の結果を得るための作業手順

を導きます。

以下の表に DDF Builder で提供されるエディ ター、 ビューおよびウ ィザードを示しま

す。

GUI コンポーネン ト エディ
ター

ビュ
ー

ウィ
ザード

説明

データ  ソース  エクス

プローラー

X データ  ソース エクスプローラー

Btrieve ファ イル エ
ディ ター

X Btrieve ファイル エディ ター

テーブル定義エディ
ター

X テーブル定義エディ ター

SQL Editor X 『Zen User's Guide』 の SQL Editor1

グ リ ッ ド  ウ ィンド ウ  
ビュー

X 『Zen User's Guide』 のグリ ッ ド  ウィン

ドウ ビュー 1

テキス ト  ウ ィンド ウ  
ビュー

X 『Zen User's Guide』 のテキスト  ウィン

ドウ ビュー 1

アウ ト ラ イン X 『Zen User's Guide』 のアウト ライン 

ウィンドウ ビュー 1

データベースの追加 X データベースの追加
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［よう こそ］ ページ

DDF Builder を起動する と ［よ う こそ］ タブが表示されます。 このタブでは、 さまざま

な情報へアクセスした り、 新しいサーバーの追加や新しいデータベースの作成などの共

通タスクを実行したりするこ とができます。 提供される情報は、 以下のとおりです。

• Getting Started with Zen DDF Builder

• Zen DDF Builder チュート リ アル

• 共通タスク

［よ う こそ］ タブが表示されていない場合は、 DDF Builder メニューから ［ヘルプ］ >
［よう こそ］ を選択して表示させるこ とができます。

テーブルの一貫性の
チェッ ク （データベー
スの確認およびテーブ
ルの確認）

X2 テーブルの一貫性のチェ ック

SQL 定義のコピー X SQL 定義のコピー

Btrieve スキーマのエク

スポート

X Btrieve スキーマのエクスポート

Btrieve スキーマのイン

ポート

X Btrieve スキーマのインポート

関連するデータファイ
ルの変更

X 関連するデータ  ファイルの変更

Btrieve 型 X Btrieve 型

定義エラー X 定義エラー

元の定義 X 元の定義

1DDF Builder と  ZenCC では同じコンポーネン ト を共有しています。 このため、 共有するエ

ディ ター、 ビューおよびウ ィザードについてはほかの Zen マニュアルで説明しており、 この

『DDF Builder User's Guide』 では説明していません。

2 データベース  チェッ クやテーブルの一貫性チェッ ク  アクシ ョ ンはデータ  ソース  エクスプ

ローラーで選択を行う こ とを除けば、 ダイアログではなく ウ ィザードのよ う なものです。 一
貫性のチェッ クによって生成される結果はビューに似ています。

GUI コンポーネン ト エディ
ター

ビュ
ー

ウィ
ザード

説明
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データ  ソース エクスプローラー

DDF Builder ではデータ  ソース  エクスプローラーと呼ばれるオブジェク ト  ツ リー形式

のファイル エクスプローラーを使用します。 オブジェク トには、 データベース、 デー

タ  パス、 Btrieve ファ イルおよび SQL テーブルなどがあ り ます。 これらのオブジェク ト

はツ リー内でノード と呼ばれるこ と もあ り ます。 

ノードは展開したり折りたたんだり して、 下位ノードの表示 / 非表示を切り替えるこ と

ができます。 ノードに下位ノードがある場合は、 そのノードの左側に展開 / 折りたたみ

用アイコンが表示されます。

Btrieve ファイル エディ ター

Btrieve ファ イル エディ ターでは新しい Btrieve ファイル用のファイル仕様およびキー仕

様を作成します。 DDF は新しい Btrieve ファ イルに対して自動的に作成されません。

DDF が必要な場合は別途追加する必要があ り ます （SQL テーブルを参照）。

ヒン ト ： Btrieve ファイルおよびその DDF を作成するには、 Control Center の Zen を使

用します。
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アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで、 ［データ  パス］ ノードの直下にある作業対象の

データ  パス  ノードを右ク リ ッ ク し、 ［Btrieve ファイルの作成］ を選択して Btrieve ファ

イル エディ ターを開きます。 

Btrieve ファ イルは物理ス ト レージに置く必要があ り ます。 これは Btrieve ファイル エ

ディ ターがデータ  パスから起動されるからです。

機能

Btrieve ファ イル エディ ターには、 ファ イルの特性を指定するタブとキーの特性を指定

するタブがあ り ます。 各タブにある ［適用］ ボタンをク リ ッ クする と、 そのタブで指定

した仕様が保存されます。 ［ファイル］ > ［保管］ をク リ ッ クする と両方のタブで行っ

た変更を一括保存します。

Btrieve ファ イルを作成するためには、 少なく と もファ イル名とレコード長を指定する

必要があ り ます。 これは ［ファ イル スペッ ク］ タブで指定します。

必要な知識でも述べているよ うに、 このマニュアルは、 ト ランザクシ ョナル アクセス

方法と リ レーシ ョナルの概念について十分に理解しているこ とを前提と して説明してい

ます。 このセクシ ョ ンでは Btrieve ファ イル エディ ターのタブにあるコン ト ロールにつ
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いては説明しません。 Btrieve ファ イルについてさらに理解を深める必要がある場合は、

次の表で提供する関連ドキュ メン ト を参照してください。

制限事項

一度に作成できる  Btrieve ファ イルは 1 つだけです。 ［キー スペッ ク］ タブで、 セグメ

ン ト  キーのセグメン ト を追加または変更したら ［適用］ をク リ ッ ク します。 これによ

り、 各セグメン トへの変更が保存され、 次のセグメン ト を新たに作成または編集するこ

とができます。

テーブル定義エディ ター

テーブル定義エディ ターでは、 SQL メ タデータ用のスキーマを新規作成したり既存の

スキーマを変更したり します。 テーブル定義エディ ターは、 Zen Control Center

（ZenCC） の Table Editor と似ています。 詳細については、 Table Editor を参照してくだ

さい。

アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで以下の操作のいずれかを実行します。

• Btrieve ファ イル名を右ク リ ッ ク し、 ［テーブル定義の作成］ を選択します。

タブ 上級者リファレンス マニュアル 開発者リファレンス マニュアル

ファ イル スペッ

ク

『Advanced Operations Guide』

• ファ イル サイズ 

• オーナー ネームおよびセキュ

リ ティ

• システム データ

• ファ イル情報エディ ター 

『Zen Programmer's Guide』

• MicroKernel エンジンの基礎 

• データベースの設計 

キー スペッ ク 『Advanced Operations Guide』

• 重複キーの操作方法

『Zen Programmer's Guide』

• MicroKernel エンジンの基礎 

• データベースの設計 

• レコードの処理 

• データベースの作成 
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• SQL テーブル名をダブルク リ ッ ク し、 既存のテーブル定義を編集します。

• SQL テーブル名を右ク リ ッ ク し、 ［テーブル定義の編集］ を選択します。

機能

テーブル定義エディ ターは、 Zen Control Center （ZenCC） の Table Editor と同様に、 タブ

またはページを使用してテーブル定義情報のさまざまなビューを表示します。 読み取り

専用の情報ページもあれば、 テーブル定義を作成したり編集したりする作業領域を持つ

ページもあ り ます。

制限事項

列が Btrieve ファ イルのキーと して使用されている場合、 その列のサイズ、 オフセッ ト

およびデータ型を変更するこ とはできません。 DDF Builder では既存の Btrieve ファイル

のレイアウ ト構造を変更できません。
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［テーブル］ ページ

テーブル定義エディ ターの ［テーブル］ ページでは、 2 種類のメ タデータ  ビュー （未加

工ビューとグ リ ッ ド  ビュー） を提供します。 未加工ビューでは情報を Btrieve ファイル

で表示し、 グ リ ッ ド  ビューは情報を SQL テーブルと して表示します。

アクセス方法

［テーブル］ ページはテーブル定義エディ ターの下部にある ［テーブル］ タブをク リ ッ

ク して開きます。 

未加工データ  ビュー

未加工データ  ビューではデータ  レコードの 16 進値と  ASCII 値を同時に表示します。 ま

た、 このビューではレコード長のほか、 オフセッ トや選択したバイ ト数も表示します。

このオフセッ トやサイズの値は、 ビュー内で選択したバイ ト位置やバイ ト数に応じて調

整されます。

テーブル定義エディ ターの未加工データ  ビュー 

未加工データ  ビューの上部にはフ ィールド、 列、 ヌルおよび不明であるこ とを示すイ

ンジケーターが表示されます。 フ ィールド  インジケーターは、 レコード内で各フ ィー

ルドの開始位置を示します。 ヌル インジケーターはヌル インジケーター バイ トが置か

れる場所を示します。 不明なフ ィールドやバイ ト も未加工データ  ビューで表示されま

す。
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次に未加工データ  ビューで表示される属性を挙げます。 

グリ ッ ド  データ  ビュー

グ リ ッ ド  データ  ビューは、 テーブルのスキーマ構造を行と列のグ リ ッ ド と して表示し

ます。 各フ ィールドはグ リ ッ ド上で行と して表されます。 各行は、 各フ ィールドの属性

を示すセルで構成されます。 属性の多くは編集可能で、 スキーマへの変更と して保存も

できます。 

属性 説明

エラー メ ッ

セージ

エラーや警告の状態を表示します。

レコード長 レコード全体の長さを表示します。 可変長部分は除外されます。

位置 （オフセッ
ト ）

選択したバイ ト またはフ ィールドの先頭および末尾の位置を表示します。

サイズ 選択したバイ ト またはフ ィールドのサイズ （バイ ト単位） を表示します。

データ  インジ

ケーター

フ ィールド / 列インジケーター （ ） は、 レコード内における各フ ィール

ドの開始位置を示します。

フ ィールドがヌル値可能と して指定されている場合は、 ヌル インジケー

ター （ ） を表示します。 このバイ トはヌル インジケーター バイ トであ

るこ とを表します。

フ ィールドが未定義の場合は、 不明なフ ィールド  インジケーター （ ）

を表示します。

バイ トが未定義の場合は、 不明なバイ ト  インジケーター （ ） を表示し

ます。
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次にグ リ ッ ド  データ  ビューで表示される属性を挙げます。 

2 つのビューで一緒に作業する方法

グ リ ッ ド  データ  ビューでセルを選択する と、 未加工データ  ビューではそのセルの

フ ィールドに該当するバイ ト部分が示されます。 同様に、 未加工データ  ビューで任意

属性 説明

列インジ
ケーター

フ ィールドがキー （インデッ クス） 定義に使用される場合は、 キー アイコン

（ ） が表示されます。

フ ィールドが不明な場合は、 不明であるこ とを示すアイコン （ ） が表示さ
れます。

フ ィールドが不明な可変長部分である場合は、 可変アイコン （ ） が表示さ
れます。

フ ィールド テーブルのフ ィールド名を表示します。

位置 （オフ
セッ ト ）

オフセッ ト 、 つま り、 レコード内のフ ィールドの位置を基準点 0 からの差で

表した値を表示します。

表示のみ

サイズ フ ィールドのサイズ （バイ ト単位） を表示します。

Btrieve 型 フ ィールドの Btrieve データ型を表示します。

SQL 型 フ ィールドの SQL データ型を表示します。

表示のみ

桁数 浮動小数点数値の場合、 有効な桁数を表示します。

小数位 浮動小数点数値の場合、 小数点の右側に現れる有効な桁数を表示します。

ヌル フ ィールドでヌル値を使用する場合は選択します。

大小文字無
視

フ ィールドで大文字と小文字を区別しない場合は選択します。

プレビュー 適用したデータ型で書式設定されたフ ィールドの内容を表示します。

表示のみ
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のバイ ト部分を選択する と、 グ リ ッ ド  データ  ビューではそれに該当するフ ィールド行

が選択されます。 

1 つのフ ィールドの定義範囲を越えて次のフ ィールド定義まで選択しよ う とする と、 エ

ラー メ ッセージが表示され、 グ リ ッ ド  データ  ビューではその両方の行が選択されま

す。 エラー メ ッセージと警告メ ッセージは共に未加工データ  ビューで表示されます。 

テーブル定義エディ ター エラー メ ッセージ 

テーブル定義エディ ターの注意 / 警告メ ッセージ 

［インデックス］ ページ

［インデッ クス］ ページの内容は、 SQL インデッ クス名を除き読み取り専用です。 この

ページで、 インデッ クスの構造を変更するこ とはできません。 インデッ クスの追加や 
SQL テーブルへの変更は Zen Control Center で行う必要があ り ます。 『Zen User's Guide』

の Table Editor を参照してください。

アクセス方法

［インデッ クス］ ページはテーブル定義エディ ターの下部にある ［インデックス］ タブ

をク リ ッ ク して開きます。
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テーブル定義エディ ターの ［インデックス］ ページ

機能

［テーブル］ ページで、 インデッ クス と して指定されているフ ィールド名を変更する と、

その変更はすぐに ［インデッ クス］ ページにも反映されます。

制限事項

［インデッ クス］ ページでは SQL インデッ クス名のみが変更できます。

オルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） ファ イルを使用する  Btrieve ファ イル

で作業する場合、 その ACS ファイルは作業対象の Btrieve ファ イルと同じディ レク ト リ

にあ り、 拡張子は .alt （upper.alt など） である必要があ り ます。

［プレビュー］ ページ

［プレビュー］ ページは、 ファ イルのデータを行と列で構成した読みやすいレイアウ ト

で表示します。

アクセス方法

［プレビュー］ ページはテーブル定義エディ ターの下部にある ［プレビュー］ タブをク

リ ッ ク して開きます。
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テーブル定義エディ ターの ［プレビュー］ ページ

機能

ページの下部中央にあるボタンを使用する とデータ  レコード間を移動できます。 この

ボタンの右側にはファイルの位置が表示されます。 ファ イル位置は、 総レコード数のう

ち表示されているレコード範囲を示します。 たとえば、 "100-199/1314" と表示されてい

る場合、 総レコード数 1,314 件のうち、 100 番目から  199 番目までのレコードが表示さ

れているこ とを示します。

［テーブル］ ページで列定義を変更する と、 その変更はすぐに ［プレビュー］ ページに

も反映されます。

このページの情報は読み取り専用で、 変更できません。

［統計情報］ ページ

［統計情報］ ページには Btrieve ファ イルのファ イル仕様とキーの仕様が表示されます。

この情報は読み取り専用で、 このビュー内では変更できません。

アクセス方法

［統計情報］ ページはテーブル定義エディ ターの下部にある ［統計情報］ タブをク リ ッ

ク して開きます。
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テーブル定義エディ ターの ［統計情報］ ページ

機能

統計情報は、 Btrieve ファ イルの構造上の特性を見るための便利な手段です。 これは、

ファ イルのスキーマをエクスポート しよ う と考えているがファイルやキーの仕様がよ く

わからないと きには大いに役立ちます。

Btrieve スキーマのエクスポート も参照してください。

メモ ： 統計情報は、 単に物理的な Btrieve ファイルの情報を基にしています。 メ タデー

タの情報を示すわけではあ り ません。

［SQL ビュー］ ページ

［SQL ビュー］ ページでは、 現在のテーブル定義を作成するために必要な SQL ステート

メン ト を表示します。

アクセス方法

［SQL ビュー］ ページはテーブル定義エディ ターの下部にある ［SQL ビュー］ タブをク

リ ッ ク して開きます。
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テーブル定義エディ ターの ［SQL ビュー］ ページ

機能

DDF Builder で作成される  SQL ステート メン トに基づいて新しいスキーマを作成するた

めに、 こ こで作成されている大部分の SQL ステート メン ト をコピーして Zen Control 
Center で再利用するこ とができます。 Zen Control Center で使用する  SQL ステート メン

トは将来使用するため保存しておく こ と もできます。

制限事項

こ こで作成される  SQL ステート メン トはコピーして再利用するこ とができますが、 保

存はされません。 また、 現在 DDF Builder で提供されている  SQL ステート メン ト を自

動的に保存する手段もあ り ません。 SQL ステート メン ト を保存するには、 このウ ィン

ド ウからそのステート メン ト をコピーしてテキス ト  エディ ターに貼り付けて保存する

必要があ り ます。

注意！ Zen 辞書システム オブジェク トへの参照が含まれるステート メン トは再利用し

ないでください。 これらのオブジェク トは X$< テーブル名 > という書式で簡単に特定

され、 所有者から再利用を禁止するコ メン トが記述されています。
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データベースの追加

これはデータベースを新規作成します。 このダイアログは Zen Control Center （ZenCC）

と共有になっています。 『Zen User's Guide』 のデータベースおよび ［データベースの新

規作成］ GUI のリファレンスを参照してください。

テーブルの一貫性のチェ ック

DDF Builder ではテーブルの一貫性をチェッ クする機能を提供します。 一貫性のチェッ

クでは一連の検証ルールを使用して、 物理データ  ファイルと メ タデータをそのデータ

辞書ファイルで比較します。

一貫性のチェッ クでは以下のよ うな条件を検証します。 

• 辞書ファイルには、 互換性のあるバージ ョ ンの情報があるこ と。

• テーブルに、 有効な名前、 ID および既存のアクセス可能な物理ファイルがあるこ

と。

• 列は、 有効な名前があ り、 合計レコード長が正し く、 定義が重複していないこ と。

• インデッ クスは、 名前、 数、 サイズ、 データ型、 オフセッ トおよび属性において正

しいこ と。

一貫性のチェッ クは、 一度にすべてのテーブルを対象に行ったり、 テーブルを個別に選

択して行う こ と もできます。 このチェッ クでは、 オブジェク トによる検証メ ッセージ、

エラーおよび警告のカウン ト を報告します。 オブジェク ト とはデータベース、 テーブル

またはデータ辞書ファイル （DDF） です。 

" 正常終了 " という見出しによって分類される検証メ ッセージは、 検証された一貫性

チェッ クを一覧表示します。 エラーは " エラー " という見出しによって分類され、 警告

は " 警告 " という見出しによって分類されます。

エラー メ ッセージがある場合は必ず表示されます。 オブジェク トにエラーと警告の両

方がある場合、 警告は " エラー " にも リ ス ト されます。 

検証メ ッセージや警告は表示したり非表示にしたりするこ とができます。 

結果ビューのアイコンによってメ ッセージのさまざまなタイプが識別されます。 
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エラーはテーブル定義における問題を示すもので、 多くの場合、 データ  ファイルがア

クセスされたと きにエラーや正し くないデータが返される原因になり ます。 たとえば、

DDF に定義されているインデッ クスがデータ  ファイルにはないとエラーになり ます。

そのよ うなインデッ クスは実際にはデータ  ファイルにないため、 エンジンがその特定

のインデッ クスで最適化するよ うな SQL クエ リではエラーが発生します。

警告は起こ り得る問題を暗示するものですが、 その問題がエラーを引き起こすとは限り

ません。 たとえば、 あるインデッ クスがデータ  ファイルに定義されているが、 対応す

る  DDF エン ト リがない場合は警告になり ます。 SQL アクセスはインデッ クスについて

知らないので、 それを使用しよ う とはしません。 そのため時間のかかるクエ リになるか

もしれませんが、 このクエ リは最終的には正しい結果を返します。

アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで、 データベース名を右ク リ ッ ク して ［データベース

の確認］ を選択するか、 ［データ  パス］ または ［SQL テーブル］ ノードの下にある  

SQL テーブル名を右ク リ ッ ク して ［テーブルの確認］ を選択します Shift キーまたは 

Ctrl キーを押したまま対象のテーブル名をク リ ッ クする と、 複数のテーブルを選択する

こ とができます。

DBCheck （一貫性チェ ックの結果） ビュー

機能

DBCheck ペインはド ッキング解除して DDF Builder ウ ィンド ウ内の別の場所へ移動させ

るこ とができます。 このペインは最小化および最大化するこ とができます。
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また、 このペインでは一貫性チェッ クの結果をテキス ト  ファイルに保存したり、 検証

チェッ クのメ ッセージや警告をフ ィルター処理で非表示にするアイコンも提供します。 

エラー メ ッセージのヒン ト

エラー メ ッセージ上でク リ ッ クする と ヒ ン トが表示されます。 このヒ ン トではメ ッ

セージに関するコ メン ト を提供し、 場合によっては修正アクシ ョ ンが提案されるこ と も

あ り ます。 DBCheck の結果をファ イルに保存する場合は、 このヒン ト もそのファイル

に書き込まれます。 

SQL 定義のコピー

SQL 定義のコピー ウ ィザードでは、 既存の SQL テーブルのスキーマをソース と して使

用し、 新たな SQL テーブルを作成します。 また、 このウ ィザードでは新しい SQL テー

ブルと関連付けられる  Btrieve ファ イルも作成されます。

アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで SQL ファイル名を右ク リ ッ ク し、 ［SQL 定義のコ

ピー］ を選択します。

機能

このウ ィザードでは以下の項目について指定が必要です。

• データベース  エンジンが起動しているサーバー名

• 新規テーブルを作成するデータベース

• 新規テーブルの名前。 デフォルトでは、 関連付けられる  Btrieve ファイルの名前にな

り ます。 既存のテーブル名は使用できません。
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メモ ： 新しいテーブルにはデータがあ り ませんが、 ソース  テーブルからデータをエク

スポート して、 新しいテーブルにインポートするこ とはできます。 データ  インポート  
ウィザードを使ったデータのインポートおよびデータ  エクスポート  ウィザードを使っ

たデータのエクスポートを参照してください。

Btrieve スキーマのエクスポート

Btrieve スキーマのエクスポート  ウ ィザードでは、 ソース となる  Btrieve ファイルのス

キーマの仕様を定める  XML ファイルを作成します。 この XML ファ イルを使用するこ

とによって、 既存の Btrieve ファ イルの構造に基づいた Btrieve ファイルを新たに作成す

るこ とができます。 Btrieve スキーマのインポートを参照してください。

ソース  ファイルのデータはエクスポート されません。 データをエクスポートする場合

は、 データ  エクスポート  ウィザードを使ったデータのエクスポート を参照してくださ

い。

アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで、 ［データ  パス］ ノードの下位にある  Btrieve ファイ

ル名を右ク リ ッ ク し、 ［Btrieve スキーマのエクスポート ］ をク リ ッ ク します。

機能

デフォルトで、 このウ ィザードではエクスポート される  XML ファ イル名にソース  ファ

イル名を使用します。 この XML 出力ファイルは .xml という ファ イル拡張子が付けら

れ、 ソース  ファイルと同じディ レク ト リに書き込まれます。 出力ファイルのデフォル

ト名前と保存場所は変更するこ と もできます。

また、 エクスポートする前に XML の内容をプレビューするこ と もできます。

Btrieve スキーマのインポート

Btrieve スキーマのインポート  ウ ィザードでは、別の Btrieve ファイルの構造を基にして 

Btrieve ファ イルを作成します。 この構造は XML フォーマッ トによるソース  ファイル

のスキーマである必要があ り ます。

ソース  ファイルのデータはインポート されません。 データをインポートする場合は、

データ  インポート  ウィザードを使ったデータのインポート を参照してください。
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アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで、 ［データ  パス］ ノードの直下にある作業対象の

データ  パス  ノードを右ク リ ッ ク し、 ［Btrieve スキーマのインポート ］ を選択します。

Btrieve ファ イルは物理ス ト レージに置く必要があ り ます。 これはこのウ ィザードが

データ  パスから起動されるからです。

機能

このウ ィザードは、 既知のデータ  パスのコンテキス トから起動するため、 ターゲッ ト  
ファイルのパスを指定する必要はあ り ません。 ファ イル名を指定するだけです。 ファ イ

ル名の長さは 255 文字以下で指定してください。 ［スペースを含むファイル / ディレク

ト リ名］ ク ラ イアン ト設定オプシ ョ ンが有効になっていない場合、 名前にスペースを含

めるこ とはできません。 デフォルトでこのオプシ ョ ンは有効になっています。

『Advanced Operations Guide』 で、 ク ライアン ト用の 「アプリ ケーシ ョ ン特性」 設定にあ

るペースを含むファイル / ディレク ト リプロパティ も参照してください。

データ  パスの追加

データ  パスは、 データ  ソース  エクスプローラーで ［データ  パスの追加］ コマンドを使

用して追加します。 データ  パスとは、 Btrieve ファ イルが存在する物理ス ト レージ上の

場所を指します。 各データベースには、 識別されるデータ  パスが最低 1 つあり ます。

Btrieve ファ イル用に作成される  DDF は、 そのデータベースの元のデータ  パスに置かれ

ます。 これはそのデータベース全体の SQL テーブルがすべて同じ  DDF のセッ トに定義

されるためです。

アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで、 ［データ  パス］ ノードを右ク リ ッ ク し、 ［データ  パ
スの追加］ をク リ ッ ク します。

機能

既存のディ レク ト リは、 空の場合と既にファイルが含まれている場合があ り ます。

［削除］ コマンドを使用する と、 データ  ソース  エクスプローラーからデータ  パスが削

除されます （削除対象のデータ  パスまたはデータベース名を右ク リ ッ ク し、 ［削除］ を

ク リ ッ ク します）。 ディ レク ト リは物理ス ト レージから削除されません。
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関連するデータ  ファイルの変更

DDF Builder では、 選択したテーブル定義 （SQL テーブル） に関連付けられるデータ  
ファイルを変更するこ とができます。

アクセス方法

データ  ソース  エクスプローラーで、 関連付けされているデータ  ファイルを変更する  

SQL テーブルを右ク リ ッ ク し、 ［関連するデータファイルの変更］ をク リ ッ ク します。

関連付けるデータ  ファイルの完全なパス名を入力するか、 参照して選択します。

機能

特定の SQL テーブルに関連付けられているデータ  ファイルを変更する場合、 ファイル

名を入力するか、 ［参照］ ボタンを使用してファイルの場所を参照し選択します。

Btrieve 型

DDF Builder では、 Btrieve データ型とサイズ、 およびそれに対応する  SQL データ型を表

示する単独のビュー （Btrieve ビュー） を提供しています。

この Btrieve 型ビューはデータの分析に使用するこ とができます。 未加工データ  ビュー

で任意のバイ ト を選択する と、 Btrieve 型ビューではそのバイ ト （サイズ） に適合する

データ型でデータがどのよ うに見えるかを表示します。 テーブル定義エディ ターで特定

の列を選択した場合にも、 Btrieve 型ビューでは書式設定されたデータのプレビューを

表示します。
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アクセス方法

［Btrieve 型］ タブは DDF Builder ウ ィンド ウの左側のペインのデータ  ソース  エクスプ

ローラーで ［データ  ソース］ タブの隣にあ り ます。 ［Btrieve 型］ タブをク リ ッ クする

と、 Btrieve 型ビューが表示されます。 

機能

Btrieve 型ビューのペインは、 データを比較したりプレビューしたり して不適切なデー

タ型やサイズを解決しよ う とする際に役立ちます。 このタスクをサポートするために、

Btrieve 型ビューのペインをド ッキング解除して DDF Builder ウ ィンド ウ内の適当な位置

に移動させるこ とができます。

［プレビュー］ 列も提供され、 選択したデータがその特定のデータ型に対してどのよ う

に表示されるかを示します。 また、 この列ごとのプレビューはデータ型のサイズを決定

する場合にも利用できます。 

定義エラー

DDF Builder では、 既存のテーブル定義で問題を検出して変更する と きは自動的に定義

エラー ビューが開きます。 このウ ィンド ウを閉じた場合、 再度このウ ィンド ウを開け

ば変更を見直すこ とができます。
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アクセス方法

DDF Builder のメニュー バーで ［ウィンドウ］ > ［定義エラーの表示］ を選択します。 

エラーがなければ、 このコマンドは淡色表示になり ます。 

機能

定義エラー ビューに挙げられているエラーは DDF Builder で解決される問題に関する具

体的な情報を示しています。 元のテーブル定義も読み取り専用モードで元の定義ペイン

に提供されます。 これらのペインは比較しやすいよ うに並べて開く こ とができます。

定義エラー リス ト

次の表では、 DDF Builder が既存の定義で検出する可能性のあるテーブル定義エラーを

示します。 発生したエラーの一般的な説明と、 それを受けて DDF Builder がどのよ うに

テーブル定義を修正するかについても示します。 

表示されるメ ッセージ 意味

DDFBLDR-1 ： この SQL インデッ クスに対応

する  Btrieve キーがあ り ません。 インデッ クス

を無視しました。

既存のテーブル定義の SQL インデッ クスに

対応するキーが Btrieve ファ イルにあ り ませ

ん。

SQL テーブルのインデッ クスは無視されま

す。

DDFBLDR-2 ： この Btrieve キーに対応する  
SQL インデッ クスが見つかり ません。 イン

デッ クスを追加しました。

既存のテーブル定義の SQL インデッ クス と

して定義されていないキーが Btrieve ファ イ

ルにあ り ます。

Btrieve ファ イルにあるキーに対応するイン

デッ クスをテーブル定義に追加します。
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DDFBLDR-3 ： SQL セグメン トのヌル フラグ

が、 対応する  Btrieve セグメン トのヌル フラ

グと一致していません。

SQL ファ イル セグメン トにないヌル フラグ

を持つセグメン トが Btrieve ファイルに含ま

れています。

または

Btrieve ファ イルにないヌル フラグを持つセ

グメン トが SQL ファ イルに含まれています。

DDFBLDR-4 ： SQL 列がほかの列にオーバー

ラ ップしています。 列のサイズを切り詰めま
した。

テーブル内のほかの列と重複している  SQL 
列が既存のテーブル定義にあ り ます。

DDFBLDR-5 ： Btrieve セグメン トに対応する  
SQL 列が見つかり ません。 新しい列を追加し

ました。

既存のテーブル定義の SQL 列に対応しない

セグメン トが Btrieve ファ イルにあ り ます。

DDFBLDR-6 ： テーブル定義内に未定義のバ

イ トがあ り ます。 不明な列を追加しました。

Btrieve ファ イルで見つかったバイ ト数と同じ

バイ ト数が既存のテーブル定義で割り当てら
れていません。 このテーブル定義には定義さ
れていないバイ トがあ り ます。

不明な列が新たにテーブル定義へ追加され、
それが未定義のバイ ト部分に割り当てられま
す。

DDFBLDR-7 ： SQL 列の型が Btrieve セグメン

トの型と一致していません。 列の型を変更し
ました。

Btrieve ファ イル セグメン トが SQL テーブル

の列で検出されたデータ型とは異なるデータ
型を使用しています。

SQL テーブルの列のデータ型は Btrieve ファ

イルのセグメン ト と同じデータ型に変更され
ます。

DDFBLDR-8 ： SQL 列のヌル フラグが Btrieve 
セグメン トのヌル フラグと一致していませ

ん。 列のヌル フラグを変更しました。

DDF Builder が Btrieve セグメン トで検出した

ものとは異なるヌル フラグ設定を持つ SQL 
列が既存のテーブル定義にあ り ます。

DDFBLDR-9 ： SQL 列の大小文字無視フラグ

が Btrieve セグメン トの大小文字無視フラグと

一致していません。 列の大小文字無視フラグ
を変更しました。

DDF Builder が Btrieve セグメン トで検出した

ものとは異なる大小文字無視フラグ設定を持
つ SQL 列が既存のテーブル定義にあ り ます。

表示されるメ ッセージ 意味
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元の定義

DDF Builder が問題を検出して既存のテーブル定義を変更する場合、 変更を保存するま

では元のテーブル定義が保持されます。 ユーザーが既存のテーブル定義に変更を加える

場合も、 その変更を保存するまでは元の定義が保持されます。 元のテーブル定義は、 元

の定義ビューを開いて見るこ とができます。

DDFBLDR-10 ： SQL 列が Btrieve セグメン ト

の境界を越えて定義されています。 列を無視
しました。

Btrieve ファ イルのセグメン トの位置およびサ

イズと合致しない SQL 列が既存のテーブル

定義にあ り ます。

セグメン トの位置およびサイズと合致しない 
SQL 列は既存のテーブル定義で無視されま

す。

DDFBLDR-11 ： SQL 列の型が列サイズに適合

していません。 列の型を  "Unknown" に変更し

ました。

既存のテーブル定義に、 列のサイズと適合し
ないデータ型の SQL 列が含まれています。

SQL 列のデータ型は不明に変更されます。 サ

イズは変わり ません。

DDFBLDR-12 ： 可変長列にできるのはテーブ

ル内の最後の列だけです。 列の型を  
"Unknown" に変更しました。

既存のテーブル定義では、 テーブルの最後で
はない列に可変長部分を定義しています。

SQL 列のデータ型は不明に変更されます。

DDFBLDR-13 ： 無効なビッ ト  マスクが検出さ

れました。 適切なビッ ト  マスクに変更しまし

た。

バイ ト を割り当てるために必要なサイズと異
なる不適切なビッ ト  マスクがテーブル定義

に含まれています。 ビッ ト  マスクはテーブ

ル定義で変更されるので、 そのサイズは修正
されバイ ト を足し合わせます。

DDFBLDR-14 ： Btrieve WSTRING および 
WZSTRING と互換性のある  SQL 型はあ り ま

せん。 列の型を SQL CHAR にセッ ト しまし

た。 列は使用できません。

WSTRING 型または WZSTRING 型で定義さ

れている列が Btrieve ファ イルに含まれてい

ます。 これらのデータ型は SQL データ型に

割り当てられません。 これらのデータ型の列
は使用できないため CHAR 型に変更されま

す。

表示されるメ ッセージ 意味
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アクセス方法

DDF Builder のメニュー バーで ［ウィンドウ］ > ［元の定義の表示］ を選択します。 

変更がなければ、 このメニュー コマンドは淡色表示になり ます。

機能

元のテーブル定義は読み取り専用モードでこのビューに提供されます。 このビューは、

更新されたテーブル定義と比較しやすいよ う移動するこ とができます。

変更した定義または元の定義のどちらかを別名で保存すれば、 元のテーブル定義をずっ

と保持するこ とができます。 これを行うには、 ［ファイル］ > ［別名保管］ をク リ ッ ク

して別の名前を入力します。
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DDF Builder の各種作業

このセクシ ョ ンでは、 DDF Builder で実行できる作業について説明します。 作業は以下

のカテゴ リに分かれています。 

一般的な作業

一般的な作業は、 このツールの全体的な使用に適用されます。 

DDF Builder を起動するには

DDF Builder の起動を参照

ユーザー マニュアルへのアクセス

DDF Builder のオンライン ヘルプにアクセスするには

1. DDF Builder を起動します。

2. 関心があるユーザー インターフェイス上でク リ ッ ク します。

3. F1 を押します。

4. 関心があるユーザー インターフェイス以外の別の領域上をク リ ッ ク した場合は、 再

度 F1 を押してヘルプ ビューを更新する必要があるかもしれません。

［ヘルプ］ > ［Zen ドキュ メン ト  ライブラリ］ を選択するこ と もできます。 DDF Builder 

と  Zen Control Center （ZenCC） は同じコンポーネン ト （SQL Editor など） を共有してい

るので、 DDF Builder 内で開くオンライン ヘルプであっても  Zen の他の機能に関する情

報が表示されるこ と もあ り ます。

カテゴリ 説明

一般的な作業 DDF Builder の使用法全般の説明です。

データ  ソース エクスプローラーか

ら開始する作業

エディ ター、 ビューおよびウ ィザードにアクセスでき
ます。
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DDF Builder ログ ファイル

DDF Builder ログ ファイルにアクセスするには

1. DDF Builder を起動し、 ［ヘルプ］ > ［DDF Builder のログを表示］ をク リ ッ ク しま

す。

このログ ファイルは、 システムで使われているテキス ト  エディ ターで開きます。

DDF Builder ログ ファイルをクリアするには

1. DDF Builder を起動し、 ［ヘルプ］ > ［DDF Builder のログの消去］ をク リ ッ ク します。

この操作を確認するダイアログ ボッ クスが開きます。 

2. 削除の確認で ［OK］ をク リ ッ クする と ログ ファイルが削除されます。

次回 DDF Builder を起動したと きには、 新しいログ ファ イルが自動的に作成されま

す。

データ  ソース エクスプローラーでノードが追加または削除されたことを確認する

には

1. 追加または削除を確認する ノードを右ク リ ッ ク します。

2. ［更新］ をク リ ッ ク します。

［更新］ コマンドのコンテキス トは、 このコマンドを呼び出したノードに適用されま

す。 データ  ソース  エクスプローラー内にあるすべてのノードを更新する場合は、

［エンジン］ ノード （ツ リーの最上位） から このコマンドを実行します。

データ  ソース エクスプローラーから開始する作業

DDF Builder における作業の多くは、 データ  ソース  エクスプローラー内にある ノードに

関連付けられているコマンドを選択するこ とによって実行します。 コマンドによってエ

ディ ター、 ビューまたはウ ィザードが起動します。 次に示す表では、 希望するアクシ ョ

ンを実行するための手順を説明します。 この表は、 関連する分野ごとにま とめられてい

ます。

• Btrieve ファイル

• データ

• データベース
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• データ  ソース エクスプローラー

• オンライン ヘルプ

• SQL クエリ

• SQL テーブル

メモ： DDF Builder でセキュ リ ティが有効なデーターベースを扱う場合は、DDF Builder 

でそのファイル作業を行う前に必ずデータベースをオフラインにし、 すべてのセキュ リ

ティを無効にしておきます。

Btrieve ファイル

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記

エディ ターで Btrieve 
ファ イルを作成する  

［データ  パス］ ノードの下にあ

るデータ  パス名を右ク リ ッ ク

します。

［Btrieve ファイルの作成］  
をク リ ッ ク します。

DDF Builder は、 新規作成した 
Btrieve ファ イルの DDF を自動的

に作成しません。

Btrieve ファイル エディ ターを参

照してください。

Btrieve ファ イルの構造

を XML ファ イルへエ

クスポートする

データ  パス名の下にある  
Btrieve ファ イル名を右ク リ ッ

ク します。

［Btrieve スキーマのエクス

ポート ］  をク リ ッ ク します。

Btrieve ファ イルのデータ自体はエ

クスポート されません。

Btrieve スキーマのエクスポート

を参照してください。

別の Btrieve ファイル

の XML で指定されて

いる構造を基にして新
しいファ イルを作成す
る

［データ  パス］ ノードの下にあ

るデータ  パス名を右ク リ ッ ク

します。

［Btrieve スキーマのインポー

ト ］  をク リ ッ ク します。

Btrieve ファ イルのデータ自体はイ

ンポート されません。

Btrieve スキーマのインポート を

参照してください。

Btrieve ファ イルを置く

ディ レク ト リ を指定す
る

［データ  パス］ フォルダー  
を右ク リ ッ ク します。

［データ  パスの追加］  をク

リ ッ ク します。

Btrieve ファ イル用に作成される  
DDF は、 そのデータベースの元の

データ  パスに置かれます。 これは

すべての SQL テーブルが同じ  
DDF のセッ トに定義されるためで

す。

データ  パスの追加を参照してくだ

さい。
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データ

データ  ソース  エクス

プローラーからデータ  
パス  ディ レク ト リ を削

除する

［データ  パス］ ノードの下にあ

るデータ  パス名を右ク リ ッ ク

します。

［削除］  をク リ ッ ク します。

データ  パスにあるディ レク ト リや

ファ イルは物理ス ト レージから削
除されません。

SQL テーブルが関連付

けられている  Btrieve 
ファ イルの統計情報を
表示する

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［テーブル定義の編集］  をク

リ ッ ク します。

［統計情報］ タブをク リ ッ ク し
ます。

テーブル名は、 ［データ  パス］

ノードの下、 または ［SQL テー

ブル］ ノードの下に表示されま
す。

［統計情報］ ページを参照してく
ださい。

選択した SQL テーブル

に関連付けられている  
Btrieve （データ） ファ

イルを変更する

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［関連するデータ  ファイルの変

更］  をク リ ッ ク します。

特定のテーブルに関連付けられる
データ  ファ イルは 1 つだけです。

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記

すべてのテーブルの一
貫性を一度にチェッ ク
する

データベース  ノードを右ク

リ ッ ク します。

［データベースの確認］ をク
リ ッ ク します。

テーブルの一貫性のチェ ックを参
照してください。

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記
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データベース

1 つまたは複数のテー

ブルの一貫性を個別に
チェッ クする

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［テーブルの確認］ をク リ ッ ク
します。

テーブル名は、 ［SQL テーブル］

ノードの下、 または Btrieve ファ

イルに DDF がある場合は Btrieve 
ファ イル名のノードの下に表示さ
れます。

（Shift キーまたは Ctrl キーを押し

たまま対象のテーブル名をク リ ッ
クする と、 複数のテーブルを選択
するこ とができます）。

テーブルの一貫性のチェ ックを参
照してください。

データ  ファ イルを置く

ディ レク ト リ 、 または
データ  ファ イルが既に

存在するディ レク ト リ
をデータ  ソース  エク

スプローラーで指定す
る

［データ  パス］ フォルダー  
を右ク リ ッ ク します。

［データ  パスの追加］  をク

リ ッ ク します。

データ  パスの追加を参照してくだ

さい。

データ  ソース  エクス

プローラーからデータ  
ファ イルが存在する
ディ レク ト リ を削除す
る

［データ  パス］ ノードの下にあ

るデータ  パス名を右ク リ ッ ク

します。

［削除］  をク リ ッ ク します。

データ  パスにあるディ レク ト リや

ファ イルは物理ス ト レージから削
除されません。 

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記

データベースの新規作
成

データベース  ノードを右ク

リ ッ ク します。

［データベースの追加］ をク
リ ッ ク します。

データベースの追加を参照してく
ださい。

データ  ソース  エクス

プローラーからデータ
ベースを削除する

データベース  ノードを右ク

リ ッ ク します。

［削除］  をク リ ッ ク します。

データベースは物理ス ト レージか
らは削除されません。 

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記
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データ  ソース エクスプローラー

オンライン ヘルプ

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記

ツ リーを更新してノー
ドへの追加、 または
ノードから削除を確認
する

SQL テーブル名を除く任意の

ノードを右ク リ ッ ク します。

［更新］  をク リ ッ クするか、

F5 キーを押します。

［更新］ コマンドのコンテキス ト
は、 このコマンドを呼び出した
ノードに適用されます。 データ  
ソース  エクスプローラー内にある

すべてのノードを更新する場合
は、 ツ リーの最上位にある ［エン
ジン］ ノードから このコマンドを
実行します。

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記

ユーザー向けドキュ メ
ン トへのアクセス

エディ ター、 ビューまたは
ウ ィザード内で F1 キー

（Linux の場合は Shift + F1 
キー） を押すか、 ［ヘルプ］ >
［PSQL ドキュ メン ト  ライブラ

リ］ をク リ ッ ク します。

ユーザー マニュアルへのアクセス

の説明を参照してください。
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SQL クエリ

SQL テーブル

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記

SQL テーブルのすべて

のレコードに対して 
SELECT ステート メン

ト （SELECT * FROM）

を実行する

または

SQL テーブルに対して

実行する  SQL ステート

メン ト を入力できるエ
ディ ターにアクセスす
る

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［SQL Editor］  をク リ ッ ク し

ます。

デフォルトで、 SQL Editor は開い

たと きに SELECT * FROM ステー

ト メン ト を実行します。

SQL テーブル名は ［SQL テーブ

ル］ ノード、 または Btrieve ファ

イル名 （Btrieve ファ イルに DDF 
がある場合） のノードの下に表示
されます。

データベースの追加を参照してく
ださい。

SQL Editor またはアウ

ト ラ イン ビューで SQL 
ステート メン ト を実行
する

『Zen User's Guide』 の実行のタ

スクを参照してください。

SQL Editor では多数のタスクを実

行できます。 詳しい説明について
は、 『Zen User's Guide』 の SQL 
Editor の各種作業を参照してくだ

さい。

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記

エディ ターでテーブル
を新規作成する

データ  パス名の下にある  
Btrieve ファ イル名を右ク リ ッ

ク します。

［テーブル定義の作成］  をク

リ ッ ク します。

Btrieve ファ イル用に 1 つまたは複

数の SQL テーブルを作成できま

す。 各 SQL テーブルは Btrieve 
ファ イル名のノードの下に表示さ
れます。

テーブル定義エディ ターを参照し
てください。
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別の SQL テーブルのス

キーマを基にしてテー
ブルを新規作成する

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［SQL 定義のコピー］  をク

リ ッ ク します。

テーブル名は、 ［SQL テーブル］

ノードの下、 または Btrieve ファ

イルに DDF がある場合は Btrieve 
ファ イル名のノードの下に表示さ
れます。

SQL 定義のコピーを参照してくだ

さい。

テーブル定義を変更す
る

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［テーブル定義の編集］  をク

リ ッ ク します。

テーブル名は、 ［SQL テーブル］

ノードの下、 または Btrieve ファ

イルに DDF がある場合は Btrieve 
ファ イル名のノードの下に表示さ
れます。

テーブル定義エディ ターを参照し
てください。

データ  ソース  エクス

プローラーからテーブ
ルを削除する

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［削除］  をク リ ッ ク します。

テーブルは物理ス ト レージからは
削除されません。

テーブル名は、 ［SQL テーブル］

ノードの下、 または Btrieve ファ

イルに DDF がある場合は Btrieve 
ファ イル名のノードの下に表示さ
れます。

SQL テーブルに関連付

けられている  Btrieve
（データ） ファ イルを
作成する

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［関連するデータ  ファイルの変

更］  をク リ ッ ク します。

特定のテーブルに関連付けられる
データ  ファ イルは 1 つだけです。

SQL テーブルが関連付

けられている  Btrieve 
ファ イルの統計情報を
表示する

Btrieve ファ イル名の下、 また

は ［SQL テーブル］ ノードの

下にある  SQL テーブル名を右

ク リ ッ ク します。

［テーブル定義の編集］  をク

リ ッ ク します。

［統計情報］ タブをク リ ッ ク し
ます。

テーブル名は、 ［データ  パス］

ノードの下、 または ［SQL テー

ブル］ ノードの下に表示されま
す。

［統計情報］ ページを参照してく
ださい。

実行したいアクシ ョ ン 必要な作業 注記
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DDF Builder チュート リアル

以下のチュート リ アルでは DDF Builder を使用するための学習資料を提供します。

• DDF Builder チュート リアルの使用

• チュート リアル 1 － DDF Builder でテーブル定義を作成する

• チュート リアル 2 － DDF Builder でテーブル定義を変更する

• レッスン 1 － v3.00 の DDF を使った作業

• レッスン 2 － v6.x より前のファイル形式での作業

• レッスン 3 － 無効なデータ型とサイズ

• レッスン 4 – 列の定義の重複

• レッスン 5 － ファイル / フ ィールド  フラグの不一致

• レッスン 6 – インデックスの不一致

• レッスン 7 – 可変長レコードの不一致

• レッスン 8 – レコード長の不一致
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DDF Builder チュート リアルの使用

この章では、 DDF Builder を使用した 2 つのチュート リ アルを提供します。 各チュート

リ アルでは、 データの構造に関する基本的な情報、 ファイルを使用したサンプル シナ

リオ、 チュート リ アルの目的、 および各演習の目的を達成するために必要となる一般的

な手順を提供します。

メモ ： DDF Builder でテーブル定義を作成または変更するには、 データの構造について

ある程度の知識が必要です。 Btrieve ファ イルの列の定義、 またフ ィールドのオフセッ

トやサイズを知っている と役に立ちます。 DDF Builder では列定義の構造を導こ う と試

みますが、 どの程度それを提供できるかについては限りがあ り ます。

チュート リアル 1 の概要

最初のチュート リ アルでは、 Btrieve ファ イルはあるが、 リ レーシ ョナル アクセスを可

能にするために必要なテーブル定義がないという状況を解決します。 Btrieve ファイル

用の DDF がないため、 まずは DDF を作成しなければいけません。 このチュート リ アル

では、 空の DDF を使用してデータベースを新規作成し、 Btrieve ファ イル用のテーブル

定義をその DDF に追加する手順を示します。

また、 このチュート リ アルの実行を通して、 DDF Builder インターフェイスで作業する

ための基本的な知識も提供します。 このチュート リ アルで初めて DDF Builder を使用す

る場合は、 DDF Builder の使用をも う一度読んで、 インターフェイスやコンポーネン ト

が置かれている場所についてよ く理解しておく と よいでし ょ う。

チュート リアル 2 の概要

2 番目のチュート リ アルでは、 既存のテーブル定義に古い定義あるいは不適切な定義情

報が含まれているため、 そのテーブル定義を修正する という少し複雑な状況を解決しま

す。 このチュート リ アルでは、 既存のテーブル定義を見直して Btrieve ファイルのセッ

トに関連付けられている  DDF に対して必要な変更を行う手順を示します。

この 2 番目のチュート リ アルはさまざまなレッスンで構成されています。 各レッスンで

は DDF Builder を使用して DDF を変更しよ う とする場合に発生する可能性がある問題

に焦点を当てています。 DDF Builder で自動的に解決される問題もあ り ますが、 手動で

変更を行う必要がある問題もあ り ます。
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事前の確認

チュート リ アルを開始する前に行う こ とがいくつかあ り ます。 このセクシ ョ ンでは、 本

章のチュート リ アルを開始する前に行っておく必要がある事項を確認します。

ファイルのバックアップ

DDF Builder でテーブル定義を作成したり変更するこ とによって、 データベースの構造

が変更されます。 用心のために、 作業対象のファイルを必ずバッ クアップしておいてく

ださい。 この作業対象ファイルにはデータ  ファイルと既存の辞書ファイルの両方が含

まれます。

DDF Builder では Btrieve ファイルを開きますが、 DDF への変更を行うだけで既存の 

Btrieve ファ イルへの変更は行いません。 しかし、 すべてのファイルをバッ クアップし

ておく こ とや、 コピーしたファイルで作業するこ とをお勧めします。 DDF の部分的な

変更によって既存のテーブル定義が破損してしまい、 作業中の定義が壊れて使用できな

くなるこ と もあ り ます。

メモ ： リ レーシ ョナル アクセスを提供する既存の Btrieve ファイルおよび DDF を変更

するつも りであれば、 DDF Builder を使用する必要はあ り ません。 Zen Control Center を

使用すれば、 DDF や Btrieve ファイルを変更するこ とができます。

DDF Builder では IN DICTIONARY 呼び出しを使用してテーブル定義を  DDF へ書き込み

ます。 DDF Builder を使用した場合は、 Btrieve ファイルに書き込みが行われるこ とはあ

り ません。

データ  ファイルをバッ クアップするか、 作業対象ファイルのコピーを作成したら、

チュート リ アルで使用されるファイルの所在を確認する準備が整います。

チュート リアル ファイルの所在確認

DDF Builder のインス トール時には、 この章に含まれているチュート リ アルを使用する

ためのフォルダーやファイルがシステム上に作成されます。 このチュート リ アル ファ

イルはデフォルトの Application Data ディ レク ト リで以下の場所にインス トールされま

す。 

<Application Data>\DDFBuilder DDF Builder アプリ ケーシ ョ ン ファ

イル

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial1 チュート リ アル 1 のファイル



58 DDF Builder チュート リアル

メモ ： Zen のデフォルトのインス トール ディ レク ト リの詳細については、 『Getting 
Started with Zen』 のファイルはどこにインストールされますか？を参照してください。

データ  ソース名 （DSN） の作成

DDF Builder 内でチュート リ アルのデータベースにアクセスするには、 各データベース

に対して関連付けられたデータ  ソース名 （DSN） が作成されているこ と確かめておく

必要があ り ます。

チュート リ アル 1 では、 データベースを作成する時点で DSN を作成します。 チュート

リ アル 1 は Btrieve ファ イルしかない状態から始めるため、 データベースも、 DDF、

DSN もすべて 1 から作成する必要があ り ます。

チュートルアル 2 では、 DDF Builder インターフェイス内でファ イルとフォルダーを見

るために 2 つの DSN を作成する必要があ り ます。 一方の DSN はチュート リ アル 2 の

データベースを指し、 も う一方の DSN は Tutorial2 フォルダーにある  V3 データベース

を指します。

次の表では ODBC データ  ソース  アド ミニス ト レーターで Tutorial 2 および V3 データ

ベースの DSN を作成するためのオプシ ョ ンを示します。

ヒン ト ： ODBC データ  ソース  アド ミニス ト レーターを使って DSN を作成する必要が

ある場合は、 『Zen User's Guide』 を参考にしてください。

ファ イルをバッ クアップし、 チュート リ アルのファイルの所在を確認し、 DSN を作成

したら、 チュート リ アル 1 を開始する準備が整いました。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2\v3 チュート リ アル 2 のファイル （レッ

スン 1 と レッスン 2）

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2 チュート リ アル 2 のファイル （レッ

スン 3 から  8）

データ  ソース名 説明 データベース名

Tutorial2 ODBC アクセス Tutorial2

V3 ODBC アクセス V3



DDF Builder チュート リアル 59

チュート リアル 1 － DDF Builder でテーブル定義を作

成する

シナリオ

このチュート リ アルでは、 Btrieve データ  ファ イルがあ り、 そのレポート を作成するた

めに ODBC アクセスを提供する必要があ り ます。

これを行うには、 その Btrieve ファ イル用のテーブル定義を作成する必要があ り ます。

テーブル定義はデータベースの DDF ファイルに格納されます。 ご存知のとおり、 この 
Btrieve ファ イル用のテーブル定義はないので最初から作成します。

目的

このチュート リ アルの目的は、 テーブル定義のない Btrieve ファイルへリ レーシ ョナル 

アクセスを提供するために必要な手順を実践するこ とです。 このチュート リ アルの目的

を達成するためには、 DDF Builder を使用して以下の作業を実行します。

1. Zen データベースを作成する

2. 既存の Btrieve ファ イルを開く

3. DDF Builder による調査結果を検証する

4. レコード  フ ィールドを定義する

5. テーブル定義を保存する

6. インデッ クス情報を検証する

7. 定義したデータをプレビューする

ヒン ト ： テーブル定義の作成手順を通して、 DDF Builder を使用するための基本的な作

業を学習します。 このチュート リ アルは、 手順の中でその基本的な作業を実践するよ う

設計されているので、 DDF Builder を使用するための一般的な作業についてよ く理解す

るこ とができます。
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必要な知識

DDF Builder でテーブル定義の作成や変更作業を行う と きは、 そのデータの構造につい

てある程度の知識が必要です。 このレコード長やインデッ クス情報などいくつかの情報

は Btrieve ファ イル自身に保存されます。 しかし、 列情報は Btrieve ファイルに保存され

ません。 この列情報はソフ ト ウェア ベンダーやアプリ ケーシ ョ ン開発者から提供され

る場合もあ り ます。 データを入念に調べてテーブル定義の作成や変更を試みるこ と もで

きますが、 データの構造について十分な知識を持っていない場合はこのユーティ リ ティ

を使用しないよ うにしてください。

このチュート リ アルの場合、 データの構造はわかっています。 このファイルの構造を見

てみまし ょ う。

CREATE_NEW.MKD という名前の Btrieve データ  ファイルのレコード長は 110 バイ ト

で、 6 個のフ ィールドが含まれています。 そのデータ構造は次のよ うに定義されます。 

このファイルには、 ID フ ィールドに設定された重複のないキー （一意のインデッ クス）

があ り、 そのインデッ クスには indx_id という名前が付けられています。

データ構造について理解できたら、 作業を開始するこ とができます。 DDF Builder を使

用して空のデータベースを作成するこ とから始めます。 これは Btrieve ファイル用に定

義する空の DDF のセッ ト を提供します。

フ ィールド サイ
ズ

データ型 桁数 小数位 ヌル 大小文
字無視

イン
デック

ス

ID 4 Integer × 〇

First Name 20 String 〇 〇

Last Name 20 String × 〇

DOB 4 Date 〇

Address 50 String 〇 〇

Income 8 Currency 8 2 〇
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Zen データベースを作成する

既存の Btrieve ファ イル用に DDF を作成する前に、 まずはデータベースを作成する必要

があ り ます。 DDF Builder をまだ実行していない場合は起動します。 DDF Builder の起

動を参照してください。

データベースを作成するには

1. データ  ソース  エクスプローラーで、 データベースを作成するマシンのツ リーを展開

します。 これは DDF Builder がインス トールされている同じマシンです。

2. ［データベース］ アイコンを右ク リ ッ ク し、 次に ［データベースの追加］ をク リ ッ ク

します。

新しいデータベースを作成するための ［データベースの新規作成］ ダイアログ ボッ ク

スが開きます。

3. ［データベースの新規作成］ ウ ィザードで、 以下のパラ メーターを指定します。

• データベース名 ： TUTORIAL1

• 場所 ：

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial1\

• バウンド ： チェ ッ ク しない

• 辞書ファイルの作成 ： チェッ クする

• 関係整合性の設定 ： チェ ッ クする

• 長いメ タデータ （V2 メ タデータ） ： チェ ッ クする

• データベース  コード  ページ ： サーバーのデフォルト

• 32 ビッ ト  エンジン DSN の作成 ： チェッ クする
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［データベースの新規作成］ ダイアログは次のよ うにな り ます。

ヒン ト ： これらの手順でデータベースを作成する と、 データ  ソース名 （DSN） も作成

されます。 チュート リ アルの作業が終了したら、 こ こで作成された DSN とデータベー

スは削除してもかまいません。

4. ［完了］ をク リ ッ クする と、 指定した場所にデータベースと空の DDF ファイルが作

成されます。

データベースが作成される と、 データ  ソース  エクスプローラーのデータベース  ツ リー

にそのデータベースが新しいノード と して現れます。

このデータベース  ノードには、 ［データ  パス］、 ［SQL テーブル］ および ［システム オ
ブジェク ト ］ フォルダーがあ り ます。 ［データ  パス］ フォルダーには Btrieve ファイル

の場所が含まれています。 ［SQL テーブル］ フォルダーにはデータベースのリ レーシ ョ

ナル テーブルが含まれ （この時点ではあ り ません）、 ［システム オブジェク ト ］ フォル

ダーはシステム辞書テーブル用および、 この場合は空のデータ辞書ファイル用のフォル

ダーになり ます。
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これらの要素を使用して Zen データベースを作成するこ とが、 Btrieve ファ イル用の

テーブル定義を作成する最初の手順です。 先程作成されたデータベースには辞書ファイ

ル （DDF） があ り ますが、 現時点でこれらのファイルには DDF 自身の構造用の定義し

か含まれていません。 DDF Builder で Btrieve ファイルを開いたら、 このデータベース用

に作成された DDF へテーブル定義を追加し、 その Btrieve ファ イルのデータにアクセス

できるよ うにします。

このデータベースには SQL テーブルが含まれていないので注意してください。 含まれ

ているのはこのチュート リ アルで使用する  CREATE_NEW.MKD Btrieve ファイルのみで

す。 これは定義済みのユーザー テーブルがないからです。 データ  ファイルとは別に、

空の DDF が ［システム オブジェク ト ］ フォルダーに置かれています。 テーブル定義を

作成する と、 そのテーブル定義に一致する  SQL テーブルも作成されます。 この SQL 

テーブルはテーブル定義にアクセスします。 引き続き、 DDF Builder で Btrieve ファイル

を開く作業に進みます。

既存の Btrieve ファイルを開く

Btrieve ファ イルと同じ場所に DDF ファ イルを作成したら、 DDF Builder でそのファイ

ルを開いてデータ構造がどのよ うに解読されるかを見ます。

Btrieve ファイルを開くには

1. DDF Builder で、 ローカル マシンを選択し、 作成したデータベースを選択します。

データ  ソース  エクスプローラーはデータ  パスの一覧を表示して、 mkd ファ イルがイン

ス トールされたディ レク ト リ を示します。 これはデータベースを作成した場所と同じ

ディ レク ト リです。 データ  ソース  エクスプローラーで TUTORIAL1 データベース  ディ

レク ト リの構造は次のよ うにな り ます。
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2. ファイルが含まれる  CREATE_NEW.MKD フォルダーを右ク リ ッ ク し、 ［テーブル定

義の作成］ をク リ ッ ク します。

テーブル定義を作成する場合、 DDF Builder では新しいテーブル名と このテーブル定義

のセッ ト を関連付けるための ［テーブル定義の新規作成］ ダイアログを表示します。 こ

のテーブルはト ランザクシ ョナル ファイルに対応する リ レーシ ョナル テーブルと考え

てください。 テーブル定義の作成が終了する と、 SQL テーブルは元の Btrieve ファイル

と同じ構造を正確に反映しているはずです。

3. テーブル名と してデフォルトの 「CREATE_NEW」 を使用し、 ［OK］ をク リ ッ ク し

ます。

テーブルの名前を指定して ［OK］ をク リ ッ クする と、 DDF Builder では Btrieve ファイ

ルを開く こ とができるよ うにするために、 そのファイルの分析を開始します。 DDF 

Builder ではファイル内に認識できるキーやインデッ クスがあるかを判断し、 その結果

をテーブル定義エディ ター内に表示します。 テーブル定義エディ ターの表示は次のよ う

にな り ます。
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ファイルを開く こ とができたら、 DDF Builder の調査結果をよ り詳し く見ていきます。

DDF Builder による調査結果を検証する

DDF Builder ではファイルの一般的な統計情報と既知のキーまたはインデッ クスを基に

データを分析します。 DDF Builder による分析では、 このファ イルのレコードの先頭 4 
バイ トはキーであ り、 そのキーは Btrieve データ型で Integer であるこ とを検出していま

す。 このキーはテーブル定義エディ ターの先頭列でキー アイコンと して示されていま

す。

レコード内のキー以外の残りの部分は DDF Builder で解読できないため 1 つのグループ

にまとめられ、 テーブル定義エディ ターで疑問符アイコンと して示し  Btrieve 型には不

明 （Unknown） が割り当てられます。

Btrieve ファ イル用のテーブル定義を作成するにあたり、 DDF Builder で検出された不明

なフ ィールドを必要に応じてさまざまなフ ィールドへ分割する という作業が生じます。

このまま先に進めば、 各フ ィールドを詳細に定義します。
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レコード  フ ィールドの定義を始める前に、 テーブル定義エディ ターでヌルがどのよ う

に扱われるかを理解しておいてください。

メモ ： このチュート リ アルでは真のヌルを使用しますが、 かなり古いバージ ョ ンの 
Zen では真のヌルをサポート していなかったこ とに注意してください。 サポート してい

たのはレガシー ヌルのみです。 真のヌルは Pervasive.SQL 2000 で初めて導入されまし

た。 Pervasive.SQL 2000 よ り前に作成されたファイルで作業する場合、 ヌルに関する次

のセクシ ョ ンは省いてもかまいません。

ヌルに関する注記

このチュート リ アルでレコード  フ ィールドを定義する場合、 フ ィールドにヌル値を許

可するかど うかについて留意するこ とが重要です。 なぜなら、 レコードの一部分でヌル

値を許可する場合、 1 バイ トが余分にフ ィールドへ追加されるからです。 Btrieve ファイ

ルでは、 ヌル値が許可されるレコード部分はヌル インジケーター バイ トによって指定

されます。 ヌル インジケーター バイ トは、 テーブル定義エディ ター ページの未加工

データ  ビューでフ ィールドまたは列の直前のバイ トに該当します。 ［ヌル］ チェッ ク  

ボッ クスが選択される と、 ヌル インジケーター バイ トがアクティブになり、 そのヌル 
インジケーター バイ ト分を確保するためフ ィールドのサイズは自動的に 1 バイ ト削減

されます。

サイズが 50 バイ トでヌル値を許可するフ ィールドを作成する と します。 ヌル インジ

ケーター バイ ト を確保するためにはフ ィールドのサイズを 51 バイ ト と して選択しま

す。 フ ィールドにヌル値を許可する と、 そのサイズは自動的に 50 バイ トに削減されま

す。

この情報はレコードのフ ィールドを定義する際に役立ちます。

メモ ： DDF Builder でヌルを扱う作業の詳細については、 DDF Builder におけるレガ

シー ヌルおよび DDF Builder における真のヌルを参照してください。

レコード  フ ィールドを定義する

既にご覧になったよ うに、 Btrieve ファ イルを開く と  DDF Builder では 4 バイ トのイン

デッ クス とそれ以外を  106 バイ トの不明なフ ィールド と判断します。 不明なフ ィールド

をレコード  フ ィールドに定義します。
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レコード  フ ィールドを定義するには

DDF Builder は先頭フ ィールドのほとんどの属性を判断しましたが、 フ ィールド名は判

断できませんでした。 このため、 まずは先頭フ ィールドに名前を付けてください。

フ ィールドに名前を付ける

1. グ リ ッ ド  データ  ビューで、 " フ ィールド 0" の行を選択し、 以下の情報を反映するた

めに必要な値を入力します。

• フ ィールド ： ID

• ヌル ： チェ ッ ク しない

• 位置 ： 0

• サイズ ： 4

• Btrieve 型 ： Integer

• SQL 型 ： INTEGER

• 桁数 ： 0

• 小数位 ： 0

• 大小文字無視 ： チェッ ク しない

DDF Builder ではこの行のほとんどの属性を判断しているので、 変更が必要な値のみ

入力してください。 この行の値をすべて確認してください。

グ リ ッ ド  データ  ビューの画面では、 "ID" という名前を付けたキー行と  DDF Builder 

で検出された " フ ィールド 1" という  2 つの行が示されます。

これで不明なデータを解析して定義する準備ができました。

次のフ ィールドはヌル値を許可するよ う定義します。 次の手順では未加工データ  

ビューでデータを選択し、 そのデータからヌル値を許可する列を作成する方法について

説明します。
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未加工データ  ビューでヌル値を許可する列を作成する

1. 未加工データ  ビューでオフセッ ト  4 から  21 バイ ト分のデータを選択します。

ヒン ト ： オフセッ ト  4 を特定するには、 未加工データ  ビューで先頭レコードのすぐ上

にある疑問符マークを見つけるか、 ［オフセッ ト ］ インジケーターの値が 4 になる場所

にカーソルを置きます。

2. 右ク リ ッ ク して ［ヌル値を許可する列の作成］ を選択します。

ヒン ト ： 列を  1 つ作成する と、 未加工データ  ビューとグ リ ッ ド  データ  ビューのどちら

にも、 レコードの残りのバイ ト をま とめた新しい列が自動的に作成されます。

21 バイ ト分を選択したはずですが、 グ リ ッ ド  データ  ビューでそのサイズが 20 バイ

ト と表示されるこ とに注目してください。 これは前に説明したヌル インジケーター

によるものです。 ヌル インジケーター バイ トは未加工データ  ビューに § 記号で示

され、 追加バイ ト と して割り当てられます。
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エディ ターには、 4 バイ トの整数値 （ID）、 前の手順で作成したヌル値を許可する列

（フ ィールド 1）、 そして新たに残りのバイ ト をま とめた不明なフ ィールド （フ ィー

ルド 2） とい う  3 つのフ ィールドが表示されます。

作業を進める前に、 ヌル値を許可する列の定義を済ませてください。

3. グ リ ッ ド  データ  ビューで " フ ィールド 1" の行を選択します。

4. 以下の情報を反映するために必要な値を入力します。

• フ ィールド ： FirstName

• ヌル ： チェッ クする

• 位置 ： 5

• サイズ ： 20

• Btrieve 型 ： String

• SQL 型 ： CHAR(20)

• 桁数 ： 0

• 小数位 ： 0

• 大小文字無視 ： チェッ クする

ヒン ト ： 未加工データ  ビューで選択したバイ ト数と、 この列をヌル値を許可する列と

して作成しているこ とから、 サイズと ヌルの選択はあらかじめ決定しています。 また、

このサイズでは列に対して選択できるデータ型が限定されます。
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Btrieve 型を設定してそのフ ィールドが定義される と、 それ以降、 グ リ ッ ド  データ  
ビューには不明なフ ィールド  インジケーターが表示されなくなるので注意してくださ

い。

引き続き、 グ リ ッ ド  データ  ビュー内で不明な行を複数の列に分割して、 ファ イル内の

不明なフ ィールドを定義します。

グリ ッ ド  データ  ビューで列を分割する

1. グ リ ッ ド  データ  ビューで " フ ィールド 2" の行を選択します。

2. 右ク リ ッ ク して ［列の分割］ を選択します。

列を分割する場合、 分割される  2 つの列のサイズはそれぞれ同等か、 ほぼ同等になるよ

うにします。 これは、 85 バイ トの列を 2 つの列に分割した場合、 一方の列は 42 バイ ト

でも う一方の列は 43 バイ トになる という こ とです。

3. " フ ィールド 2" の行を選択します。
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4. 以下の情報を反映するために必要な値を入力します。

• フ ィールド ： LastName

• ヌル ： チェ ッ ク しない

• 位置 ： 25

• サイズ ： 20

• Btrieve 型 ： String

• SQL 型 ： CHAR(20)

• 桁数 ： 0

• 小数位 ： 0

• 大小文字無視 ： チェッ クする

サイズを  42 から  20 に変更する と、 DDF Builder では " フ ィールド 3" 行に余分の 22 バ
イ ト を追加します。

SQL プレビュー列には定義されたデータが表示されているこ とがわかり ます。 こ こで

は、 テーブル定義に基づき  DDF Builder がデータがどのよ うに解釈したかをプレビュー

しています。

5. " フ ィールド 3" の行を右ク リ ッ ク して ［列の分割］ を選択し、 この行を分割しま

す。

この列を分割する と、 フ ィールド 3 は 32 バイ トに変更され、 33 バイ トのフ ィール

ド 4 が作成されます。
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フ ィールド 3 を定義します。 このフ ィールドにはヌル値を許可します。 

6. ［ヌル］ チェ ッ ク  ボッ クスを選択して、 フ ィールドの先頭をヌル インジケーター バ
イ トで予約します。

［ヌル］ チェ ッ クボッ クスを選択する と、 自動的にサイズが 31 に減少するので注意

してください。

7. " フ ィールド 3" の行を選択します。

8. 以下の情報を反映するために必要な値を入力します。

• フ ィールド ： DOB

• ヌル ： チェッ クする

• 位置 ： 46

• サイズ ： 4

• Btrieve 型 ： Date

• SQL 型 ： Date

• 桁数 ： 0

• 小数位 ： 0

• 大小文字無視 ： チェッ ク しない

テーブル定義は次のよ うにな り ます。
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サイズを  4 に変更する と、 DDF Builder では残りのバイ ト数を次のフ ィールドに含めま

す。

この時点で、 60 バイ トの不明なフ ィールドが残っています。 データ構造ではさらに 2 

つのフ ィールドの定義が必要であるこ とを示しています。 未加工データ  ビューを使用

して、 その列を作成します。

未加工データ  ビューから列を作成する

1. 未加工データ  ビューでオフセッ ト  50 から  51 バイ ト分のデータを選択します。

ヒン ト ： オフセッ ト  50 を特定するには、 未加工データ  ビューで先頭レコードのすぐ上

にある疑問符マークを見つけるか、 ［オフセッ ト ］ インジケーターの値が 50 になる場所

にカーソルを置きます。

2. 右ク リ ッ ク して ［列の作成］ を選択します。
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ヌル値を許可しない列を作成しましたが、 本当に必要なのはヌル値を許可する列です。

グ リ ッ ド  データ  ビューを使用して、 この列をヌル値を許可する列に変更します。

グリ ッ ド  データ  ビューでヌル値不可の列をヌル値を許可する列に変更する

1. " フ ィールド 4" の行を選択して、 ［ヌル］ チェ ッ クボッ クスを選択します。

［ヌル］ チェ ッ クボッ クスをチェッ クする と、 ヌル バイ ト  インジケーターを確保するの

でサイズが 50 バイ トに減少します。

2. この他、 以下のフ ィールド情報を反映するために必要な値を入力します。

• フ ィールド ： Address

• ヌル ： チェッ クする

• 位置 ： 51

• サイズ ： 50

• Btrieve 型 ： String

• SQL 型 ： CHAR(50)

• 大小文字無視 ： チェッ クする

テーブル定義は次のよ うにな り ます。
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最後に、 ファイルの最後のフ ィールドを定義します。

3. グ リ ッ ド  データ  ビューで " フ ィールド 5" の行を選択し、 以下の変更をこの順番で

行います。

• ヌル ： チェッ クする

• フ ィールド ： Income

• Btrieve 型 ： Currency

最初に ［ヌル］ チェ ッ クボッ クスを選択するこ とによって、 サイズは自動的に修正され

ます。 最初にサイズを  8 に変更する と、 DDF Builder では最後に残った 1 バイ トから不

明な列を新たに作成してしまいます。

これで、 ファ イルのフ ィールドに対する定義が終了しました。 テーブル定義は次のよ う

にな り ます。
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作業を進める前に、 テーブル定義を保存しておいてください。

4. ［ファイル］ > ［保管］ または、 ツールバーの ［保存］ アイコンをク リ ッ ク して変更

を保存します。

これで DDF にテーブル定義を作成するこ とができました。 作業を保存する と、 データ  

ソース  エクスプローラーで ［SQL テーブル］ ノードの下にその SQL テーブルが作成さ

れます。

テーブル定義を作成したので、 インデッ クスを見てみまし ょ う。

インデックス情報を見直す

DDF Builder がファイルで検出したインデッ クスを見てみまし ょ う。

1. テーブル定義エディ ターで ［インデックス］ タブをク リ ッ ク します。
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DDF Builder ではファイルに作成されているインデッ クスを検出するこ とができますが、

Btrieve はインデッ クス名を使用しないため、 DDF Builder でインデッ クスに関連付ける

名前はあ り ません。

［インデッ クス］ ページは主に読み取り専用ですが、 インデッ クス名については変更可

能です。

インデックスの名前を付ける

1. ［インデッ クス］ 列の " インデッ クス 0" エン ト リ をダブルク リ ッ ク して選択します。

2. データ構造から、 インデッ クス名と して 「indx_id」 と入力します。

3. 作業を進める前に、 インデッ クスの変更を保存しておいてください。 ［ファイル］ >

［保管］ をク リ ッ ク して保存します。

DDF Builder でインデッ クスに対して行う こ とができるのはこれだけです。

テーブル定義を終えたらそのデータを必ずプレビューするよ うにして ください。

定義したデータをプレビューする

次に、 作成したテーブル定義用のファイルにあるデータを再度確認します。

1. DDF Builder が起動していれば、 テーブル定義エディ ターで ［プレビュー］ タブをク

リ ッ ク します。

［プレビュー］ ページは次のよ うになっているはずです。
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［プレビュー］ ページでは、 作成したテーブル定義を使用して書式設定されたファイ

ルのデータを見るこ とができます。 見てわかるよ うに、 すべてのデータが列名や

データ型に応じて適正に表示されています。

このページの下部にあるボタンを使用する と、 データを移動して全レコードを検証

するこ とができます。 場合によっては予期しない書式のデータが見つかり、 テーブ

ル定義を完成させるために対処する必要があるかもしれません。

予測どおりに表示されていないデータが見つかった場合は、 次のセクシ ョ ンの

チュート リアル 2 － DDF Builder でテーブル定義を変更するを参照してください。

既に保存済みのテーブル定義に対して変更を行う場合、 DDF Builder を閉じる前には

作業を必ず保存してください。

終わりに

おめでと う ございます。 これでチュート リ アル 1 は完了し、 リ レーシ ョナル アクセス

を使用して Btrieve ファ イルのデータにアクセスできる  DDF のセッ ト を持つこ とができ

ました。

次のチュート リ アルでは Btrieve ファ イル用に作成されている  DDF のセッ トに対する変

更に取り組みます。 また、 DDF Builder で自動的に検出される  DDF に伴ういくつかの問

題についても取り上げます。

ヒン ト ： このチュート リ アルではデータベースと  DSN を新規作成しました。 システム

から これらを削除する必要がある場合は、 この時点で削除してもかまいません。
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チュート リアル 2 － DDF Builder でテーブル定義を変

更する

古い DDF や不正な DDF に関するシナリオは数多くあ り ます。 そのため、 このチュート

リ アルは、 Btrieve ファ イルや既存のテーブル定義に関するさまざまな状況を表すレッ

スンで構成されています。 レッスンごとに 1 つの問題に対処するよ うに設計され、 これ

によって他の状況の詳細を推定できるよ うにな り ます。

このチュート リ アルは、 処理しやすい単位で分割した課題をレッスンごとに取り組むこ

とができるよ う整理されています。 また、 このチュート リ アルはト ラブルシューティン

グ調査と して参照し、 発生する可能性がある状況を見つける という こ とにも利用できま

す。 レッスンの一覧から、 探している状況について取り上げているレッスンに進み、 有

効な解決策を調べるこ とができます。

シナリオ

使用可能な DDF を持つ Btrieve データ  ファイルの一群があ り ます。 しかし、 その DDF 

のテーブル定義は古いもので変更する必要があ り ます。 これはベンダーから古いファイ

ルを受け取った、 あるいはアプリ ケーシ ョ ンが変更されても  DDF が適切に更新されて

いなかったという状況が考えられます。

目的

このチュート リ アルの目的は、 すべての Btrieve ファ イルと既存のテーブル定義を開く

こ とです。 DDF Builder の調査結果を検証して必要であれば変更を行い、 DDF Builder で

そのテーブル定義を保存します。 このテーブル定義はデータベース  スキーマを ミ ラー

化するので、 Btrieve ファ イルのデータを厳密に表示できます。

このチュート リ アルの各レッスン内容は次のとおりです。

• レッスン 1 － v3.00 の DDF を使った作業

• レッスン 2 － v6.x より前のファイル形式での作業

• レッスン 3 － 無効なデータ型とサイズ

• レッスン 4 – 列の定義の重複

• レッスン 5 － ファイル / フ ィールド  フラグの不一致

• レッスン 6 – インデックスの不一致
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• レッスン 7 – 可変長レコードの不一致

• レッスン 8 – レコード長の不一致
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レッスン 1 － v3.00 の DDF を使った作業

シナリオ

このレッスンでは、 既存のテーブル定義セッ ト を持つ 1 つのデータベースがあ り ます。

このテーブル定義はかなり古いバージ ョ ンの Zen で作成されたもので、 今回リ リース

された DDF Builder でサポート される  Pervasive.SQL 2000 とはも う互換性があ り ません。

注意！ DDF Builder ではバージ ョ ン 4.xx の DDF をサポート しますが、 Scalable SQL 
バージ ョ ン 4.xx よ り前に作成された DDF はサポート しません。

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder でその DDF を開く こ とです。 このチュート リ アル

では、 DDF Builder でこれらのファ イルがどのよ うに処理されるかを説明し、 またその

ファイルを  DDF Builder と互換性を持つファイルへ変換できるよ うにする解決策を提供

します。

必要な知識

このレッスンで使用するファイルは V3 とい う名前のフォルダーにあ り ます。 デフォル

トのインス トール先にインス トールしている場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ま

す。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2\v3

作業を続ける前に、 このデータベース用の DSN を作成する必要があ り ます。

メモ ： DSN の作成について情報が必要な場合は、 データ  ソース名 （DSN） の作成を参

照してください。

Btrieve ファイルを開く

DDF Builder をまだ実行していない場合は起動します。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開し

て使用可能データベースをすべて表示します。

2. 一覧から  V3 データベースを見つけます。
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3. V3 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク します。

次のメ ッセージが表示されます。

4. ［OK］ をク リ ッ ク してこのメ ッセージ ウ ィンド ウを閉じます。

本来、 これらのファイルは、 現在ではサポート されていないバージ ョ ンの製品で作成さ

れているため開く こ とができません。

警告メ ッセージを理解する

DDF Builder では Scalable SQL v3.00 のデータ辞書ファイルを開く こ とができません。 こ

れはその時点 （Scalable SQL 3.01） で使用されていたフォーマッ トが現在サポート され

ていないからです。

ヒン ト ： DDF Builder は PSQL v9 以上のバージ ョ ンでサポート されます。 Scalable SQL 

v4.00 以上で作成された DDF は Btrieve データ  ファイル v6.x 以上と一緒にサポート され

ます。

ファイルを変換する方法

古い DDF がある場合はそれらを新しいフォーマッ トに変換する必要があ り ます。 以下

の手順を使用します。
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1. 既存の古いデータベースをバッ クアップするため、 データ  ファイルと  DDF を別の

保存場所にコピーします。

2. Zen Control Center （ZenCC） を使用して古いデータベースの全テーブルのテーブル 

スキーマをエクスポート します。 『Zen User's Guide』 のデータベース スキーマをエ

クスポートするにはを参照してください。 ［"IN DICTIONARY" 句を CREATE ステー

ト メン トに追加する］ エクスポート  オプシ ョ ンを必ず選択しておいてください。

3. エクスポート  ファイルの CREATE INDEX ステート メン トで、 各テーブルのイン

デッ クス  セグメン トが正しい順序で置かれているこ とを確認してください。

テーブルのインデッ クスは元のデータ  ファイルと同じ順序になっていなければなり

ません。 エクスポート されるテーブル スキーマはインデッ クスをアルファベッ ト順

に置くので、 このステート メン ト を並べ替える必要があるかもしれません。

インデッ クスの順序を調べるには、 元のデータ  ファ イルに対して butil -stat コマンド

を使用します。 『Advanced Operations Guide』 のデータ  ファイル情報の表示を参照し

てください。 また、 dbo.fSQLStatistics カタログ関数を使用して調べるこ と もできま

す。 『SQL Engine Reference』 の dbo.fSQLStatistics を参照してください。

4. 一般的には、 古いファイルを変換するので、 次の行をエクスポート  スキーマ ファイ

ルの先頭行と して追加する必要があ り ます。

SET TRUENULLCREATE = OFF;

次の行を、 ファ イルの最終行と して追加します。

SET TRUENULLCREATE = ON;

5. ZenCC で新しいデータベースを作成します。 『Zen User's Guide』 の新規データベー

スを作成するにはを参照してください。

6. ZenCC の SQL Editor で、 エクスポート  スキーマ ファ イルの CREATE TABLE SQL ス

テート メン ト を新しいデータベースに対して実行し、 すべてのテーブルを作成しま

す。 『Zen User's Guide』 の SQL スクリプ ト を開くにはを参照してください。

7. 古いデータベースから古い Zen データ  ファイル （DDF 以外） を、 新しいデータベー

ス  データ  ファイル用の保存場所にコピーします。 

SQL を使用 （ZenCC などを使用） して既存のデータにアクセスできるよ うにな り ま

す。 

8. DDF Builder を使用して、 定義がなかった Btrieve ファイルに対しテーブル定義を作

成し、 また問題のある定義を修正します。 変換に関する注意も参照してください。
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9. 必要であれば、 データ  ファイルを リ ビルド します （6.x 以前のファイル形式の場合

に必要となる可能性があ り ます）。 Btrieve データ  ファ イルのリ ビルドの詳細につい

ては、 次のセクシ ョ ンレッスン 2 － v6.x より前のファイル形式での作業に進んでく

ださい。

変換に関する注意

上記の手順は、 シンプルなデータ  ファイルに対する最も基本的な作業です。 まずはこ

の手順を試して変換の結果を調べてください。

以下の 2 つの状況がある場合は、 さ らに作業が必要です。

• オルタネート  コレーティング シーケンス

• ZenCC および DDF Builder の使用を必要とするテーブル定義

オルタネート  コレーテ ィ ング シーケンス

テーブルの列がオルタネート  コレーティング シーケンス （ACS） を使用する場合、

CREATE TABLE ステート メン ト を手動で変更する必要があ り ます。 ZenCC ではテーブ

ル スキーマをエクスポートする と きに ACS を含めません。

列が ACS を使用しているかど うかを調べるには、 DDF Builder でテーブルの一貫性を確

認します （テーブルの一貫性のチェ ックを参照）。 属性と物理キーファイル セグメン ト

が一致しないという メ ッセージが通知された場合、 その列は ACS を使用しています。

次の例は変更済みの CREATE TABLE ステート メン トで、 照合順序が手動で追加されて

います。

SET TRUENULLCREATE = OFF;
CREATE TABLE "PATAPP" IN DICTIONARY USING 'PATAPP.DTA' ( 

"ID" CHAR(6) NOT NULL COLLATE 'UPPER.alt', 
"Appointment Date" DATE NOT NULL, 
"Appointment Time" TIME NOT NULL, 
"AMPM" CHAR(4) NOT NULL COLLATE 'UPPER.alt', 
"Doctor" CHAR(12) NOT NULL, 
"Code" CHAR(3) NOT NULL COLLATE 'UPPER.alt', 
"Amount Paid" MONEY(14,2) NOT NULL, 
"Date Paid" DATE NOT NULL);

CREATE INDEX "index_0" IN DICTIONARY ON "PATAPP" ( 
"Appointment Date" , 
"AMPM" , 
"Appointment Time" );

CREATE INDEX "index_1" IN DICTIONARY ON "PATAPP" ( 
"ID" );

CREATE INDEX "index_2" IN DICTIONARY ON "PATAPP" ( 
"Code" );

SET TRUENULLCREATE = ON;
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また、 インデッ クスの順序がテーブルに対して正し くない場合は、 CREATE INDEX ス
テート メン ト を並び替えて正しい順序でインデッ クス  セグメン ト を置く必要があ り ま

す。

ZenCC および DDF Builder の使用を必要とするテーブル定義 

テーブル定義によっては、 解決が困難なため ZenCC と  DDF Builder の両方を使用する

必要がある場合もあ り ます。 列が DDF Builder で " 不明 " と示された場合は、 ZenCC の 

Table Editor でその列が含まれるテーブルを表示し、 DDF Builder 側でその列を同様に定

義する必要があ り ます。 両方のユーティ リ ティ を用いて作業するこ とによ り、 テーブル

定義を完了させるこ とができます。

終わりに

このレッスンでは、 DDF Builder で Scalable SQL v3.01 の DDF がどのよ うに処理される

かをご紹介し、 またそれら  DDF を本ソフ ト ウェアの現行バージ ョ ンで作業できるよ う

に変換するための解決策も提供しました。

また、 Scalable SQL v3.01 の DDF で作成されたデータベースには、 v6.x よ り前のファイ

ル形式の Btrieve データ  ファ イルが含まれている可能性があるので、 それらのファイル

も  DDF Builder を使用する前にリ ビルド しておく必要があるこ と も学習しました。
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レ ッスン 2 － v6.x より前のファイル形式での作業

シナリオ

このレッスンでは、 既存のテーブル定義セッ ト を持つ Btrieve ファイルがあ り ます。 こ

の Btrieve ファ イルは v6.x よ り前のファイル形式で、 本リ リースの DDF Builder でサ

ポート されている  Zen とはも う互換性があ り ません。

注意！ DDF Builder では 6.x のファイルをサポート しますが、 そのバージ ョ ンよ り前に

作成されたファイルはサポート しません。

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder でそのファ イルを開く こ とです。 こ こでは、 DDF 
Builder で v6.x よ り前のファ イル形式と  v6.x 以上のファイル形式がどのよ うに処理され

るかを説明します。 また、 v6.x よ り前の Btrieve ファ イルを DDF Builder に対応させる

ための解決策も提供します。

必要な知識

このレッスンで使用するファイル、 および残りのレッスンで使用するファイルは 

Tutorial2 という フォルダーにあ り ます。 デフォルトのインス トール先にインス トールし

ている場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ます。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2

作業を続ける前に、 このデータベース用の DSN を作成する必要があ り ます。

このレッスンで作業対象となるファイルは KO.BTR と  KO.MKD です。

メモ ： DSN の作成に関する情報については、 データ  ソース名 （DSN） の作成を参照し

てください。

Btrieve ファイルを開く

DDF Builder をまだ実行していない場合は起動します。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開し

て使用可能データベースをすべて表示します。
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2. 一覧から  Tutorial2 データベースを見つけます。

3. Tutorial2 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク します。

次のメ ッセージが表示されます。

4. ［OK］ をク リ ッ ク してこのメ ッセージ ウ ィンド ウを閉じます。

フォルダー内にあるいくつかのファイルが v6.x よ り前の形式であったため、 全ファイ

ルを開く こ とができませんでした。

警告メ ッセージを理解する

DDF Builder ではバージ ョ ン 5.x 以下の形式のファイルが完全にサポート されなくなっ

たので、 そのファイルは開く こ とができません。 v6.x よ り前の形式のファイルを使用す

るには、 そのファイルをバージ ョ ン 6.x 以上のファイル形式にリ ビルドする必要があ り

ます。

ヒン ト ： DDF Builder は PSQL v9 以上でサポート されます。

バージ ョ ン 5.x 以下のファイルを リ ビルドする前にログ ファイルを確認し、 リ ビルドす

る必要があるファイルを特定してください。
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ログ ファイルを表示する

リ ビルドする必要があるファイルは DDF Builder ログ ファ イルに記録されています。

ログ ファイルにアクセスするには

1. DDF Builder のメニュー バーで ［ヘルプ］ をク リ ッ ク します。

2. ［DDF Builder のログを表示］ をク リ ッ ク します。

ログ ファイルは、 ご使用のシステムでデフォルト設定されているテキス ト  エディ ター

に表示されます。 次の画面は、 このレッスン用のログ ファイルのサンプルです。

ログ ファイルには v6.x よ り前の形式のファイルがリ ス ト アップされ、 そのファイルの

完全なデータ  パスも記録されています。 このデータ  パスを使用して、 リ ビルドが必要

なファイルの場所を見つけるこ とができます。

ファイルをリビルドする方法

Zen Rebuild ユーティ リ ティを使用して、 ファ イルをよ り新しいバージ ョ ンにリ ビルド

します。 Rebuild ユーティ リ ティは Zen における中心的なユーティ リ ティの 1 つと して

インス トールされるもので、 Zen Control Center の ［ツール］ メニューから使用するこ と

ができます。

Zen v16 リ リースには、 rbldcli_offline と呼ばれる  Rebuild CLI ツールのスタンドアロン 

バージ ョ ンが含まれています。 このユーティ リ ティ を使用すれば、 Zen がインス トール

されていないシステムで Zen データ  ファイルを変換するこ とができます。 大量のファ

イルやサイズが非常に大きなファイルを リ ビルドする と、 他のユーザーの Zen データ

ベース  エンジンのパフォーマンスが低下する可能性があ り ます。 別のシステムでファ

イルを リ ビルドできれば、 この問題を回避できます。
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次に行うこと

Rebuild ユーティ リ ティは Zen Control Center から使用できます。 このユーティ リ ティの

使用法については、 『Advanced Operations Guide』 の 「データファ イルの変換」 の章を参

照してください。

終わりに

このレッスンでは、 DDF Builder で 6.x よ り前のファ イル形式がどのよ うに処理される

かをご紹介し、 またそれらを  DDF Builder で作業できるよ うに リ ビルドするための解決

策も提供しました。
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レ ッスン 3 － 無効なデータ型とサイズ

シナリオ

このレッスンでは、 無効なデータ型とサイズを持つ Btrieve ファイルがあ り ます。 この

結果、 データは理解できるよ う な書式に設定されません。

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder で Btrieve ファイルの既存のテーブル定義を開く こ

とです。 Btrieve 型ビューですべてのデータ型とサイズを調べて必要な変更を行い、

フ ィールドのサイズに対して的確なデータ型でデータが書式設定されるよ うにします。

必要な知識

このレッスンでは、 TYPE_SIZE.MKD という ファ イルを使用します。 このファイルは 

Tutorial2 フォルダー内にあ り ます。 デフォルトのインス トール先にインス トールしてい

る場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ます。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2

このフォルダーは Tutorial2 データベースの一部です。

メモ ： このチュート リ アルのデータにアクセスするためには、 このデータベースを指

し示す DSN （データ  ソース名） が必要です。 まだ DSN を作成していない場合は、 デー

タ  ソース名 （DSN） の作成を参照してください。

Btrieve ファイルを開く

すぐ前のレッスンから引き続き作業していれば DDF Builder は起動しているはずです。

終了していた場合は、 DDF Builder を起動してください。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開

し、 一覧から  Tutorial2 データベースを見つけます。
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2. TUTORIAL2 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク してそのノードを展開します。

3. ノードをさ らに展開して TYPE_SIZE.MKD ファイルを探し、 それに関連付けられて

いる  SQL テーブルを表示します。

4. type_size SQL テーブル名をダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク して ［テーブル定義

の編集］ をク リ ッ ク します。

テーブル定義エディ ターでは、 次のメ ッセージが表示されます。
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このメ ッセージは、 DDF Builder で既存のテーブル定義を分析したら、 その定義に問

題があったという こ とを知らせています。 この結果、 DDF Builder で既存のテーブル

定義を開いて表示するために、 いくつか修正を行う必要があ り ました。

5. ［OK］ をク リ ッ クする と、 このメ ッセージがク リ アされテーブル定義が表示されま

す。

ヒン ト ： 発生する可能性がある定義エラーの詳細については、 定義エラー リス ト を参

照してください。

不一致を探す

まずは DDF Builder インターフェイスで処理対象の不一致を確認します。 特に、 グ リ ッ

ド  データ  ビューと定義エラー ビューを見てください。

テーブル定義エディ ターのグ リ ッ ド  データ  ビューでは、 既存のテーブル定義に対して 
DDF Builder が行った変更を反映したテーブル定義が表示されています。 

メモ ： DDF Builder が行った変更は自動的に保存されません。 DDF Builder による修正

は保存する必要があ り ます。

この例で、 DDF Builder は新たに作成したフ ィールドや、 DDF Builder がデータ型を 「不

明」 に変更したフ ィールドに対して不明な列インジケーターを追加するこ とによ り、 注

目すべき列を視覚的に示しています。

ヒン ト ： グ リ ッ ド  データ  ビューにおける属性の詳細については、 次にグリ ッ ド  デー

タ  ビューで表示される属性を挙げます。 を参照してください。

定義エラー ビューでは DDF Builder によって検出および変更された問題を表示します。
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DDF Builder によって変更が行われる前の元のテーブル定義は、 元の定義ビューで見る

こ とができます。

エラーについて理解する

定義エラー ビューでは以下の情報が通知されます。

• 問題が発生した場所

• DDF Builder で検出された問題

• DDF Builder で元のテーブル定義に対して行った変更事項

定義エラーでは次の 3 つの問題を挙げています。 

問題が発生した
場所

DDF Builder で検出された問題 必要な対処

列 ： フ ィールド
6

DDFBLDR-6 ： テーブル定義内に未定

義のバイ トがあ り ます。 不明な列を
追加しました。

DDF Builder が未定義のバイ ト

を明らかにするために追加し
た不明な列を定義する必要が
あ り ます。

列 ： Age DDFBLDR-11 ： SQL 列の型が列サイ

ズに適合していません。 列の型を  
"Unknown" に変更しました。

DDF Builder が "Unknown" （不

明） に変更した列の型を定義
する必要があ り ます。
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1 番目のエラーは、 元のテーブル定義では定義されていないバイ ト群がファイルに含ま

れているこ とを示しています。 DDF Builder はこれら未定義のバイ ト を新しい列と して

作成し、 その列に " フ ィールド 6" という名前を付けました。

また、 このファイルには列のデータ型がその列のサイズに対して無効な 2 つのフ ィール

ド （Age と  dob） があ り ます。 どちら も、 フ ィールドの型が "Unknown" （不明） に変更

されています。 Age 列について詳し く見る前に、 まず DDF Builder で判断できるこ と と

できないこ とを確認します。

無効なデータ型とサイズ

DDF Builder では、 指定したデータ型に対して有効なサイズを確かめるこ とはできませ

んが、 指定したサイズに対して有効なデータ型を検証するこ とはできます。 DDF 
Builder では問題を検出して一般的な変更を行い、 その変更を記録するこ とはできます

が、 選択されたデータ型が正しいかど うかを判断するこ とはできません。

DDF Builder ではフ ィールドのサイズに応じて選択できるデータ型が制限されます。 た

とえば Age 列の無効なデータ型とサイズについて見てみる と、 サイズが 4 バイ トに

なっています。 グ リ ッ ド  データ  ビューの ［Btrieve 型］ リ ス トには、 4 バイ トのサイズ

に対して適用可能なデータ型のみが設定されます。 DDF Builder で選択可能なデータ型

を 1 つずつ試してみるのではなく、 Btrieve 型ビューや ［プレビュー］ ページでその

データを見て適切なデータ型を判断してください。

次に、 4 バイ トのサイズに対して適用可能なデータ型を調べ、 ファイルのデータをプレ

ビューしてどのデータ型が最も適しているかを見ます。

データ型とサイズを検証する

フ ィールド  サイズに対して有効なデータ型で書式設定されたデータを見るには、 テー

ブル定義エディ ターの左側にある ［Btrieve 型］ タブの Btrieve 型ビューを使用します。

1. テーブル定義エディ ターで Age 列をク リ ッ ク して選択します。

列 ： dob DDFBLDR-11 ： SQL 列の型が列サイ

ズに適合していません。 列の型を  
"Unknown" に変更しました。

DDF Builder が "Unknown" （不

明） に変更した列の型を定義
する必要があ り ます。

問題が発生した
場所

DDF Builder で検出された問題 必要な対処



DDF Builder チュート リアル 95

ヒン ト ： テーブル定義の Age 列を選択する と、 次で説明しているよ うに ［Btrieve 型］

タブで特定のデータを見るこ とができます。

2. DDF Builder インターフェイスの左側にある ［Btrieve 型］ タブをク リ ッ クを表示し

ます。 ［Btrieve 型］ タブは次のよ うに表示されます。

ヒン ト ： Btrieve 型ビューの詳細については、 Btrieve 型を参照してください。

3. Btrieve 型ビューの ［プレビュー］ 列に表示されるデータを注意深く見てください。

Btrieve 型ビューでは、 サイズが 4 バイ トの場合に設定可能なデータ型のみを表示し

ます。 このよ うに表示するこ とで、 その他の無効なデータ型をすべて除外するこ と

ができるため非常に役に立ちます。

その列が年齢を表すものでサイズが 4 バイ トであるこ とを知っていれば、 そのデー

タに対して妥当なのは 3 種類のデータ型のみであるこ とがわかり ます。
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次に、 Auto Increment を妥当なデータ型の対象から除外します。 これは Auto 
Increment データ型を使用する と新しいレコードごとに値が自動的に 1 ずつ増えるた

めです。

この除外によって Btrieve 型の一覧の中から  Integer と  Unsigned Binary という  2 つの

データ型に絞り込まれました。

Integer および Unsigned Binary データ型は実際によ く似ています。 これらのデータ型

を試してみて、 データがどのよ うに解釈されるかを確認します。 まず、 Age 列の 
Btrieve 型と して Integer を選択します。

4. ［Btrieve 型］ リ ス トから  "Integer" を選択します。
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グ リ ッ ド  データ  ビューの ［プレビュー］ 列では、 データが適切に受け入れられてい

るよ うに見えます。 ［プレビュー］ ページでファイルのすべてのデータを見るよ うに

してください。

5. テーブル定義エディ ターで ［プレビュー］ タブをク リ ッ ク します。 ファ イルの全

データを読みやすいレイアウ トで見るこ とができます。

ファ イルの全データを見るこ とによって全レコードをすばやく調査できるので、 無

効なデータ型かど うかをよ り確実に見極めるのに役立ちます。

Integer データ型を使用する と、 データが適切に書式設定されているよ うに見えるこ

とが確認できます。 念のため、 Unsigned Binary データ型も使用して同じよ うに検証

してください。

6. ［Btrieve 型］ リ ス トから  "Unsigned Binary" を選択します。

同様に、 グ リ ッ ド  データ  ビューの ［プレビュー］ 列には適切な書式でデータが表示

されています。 確認のため、 Integer データ型を使用したと き と同じよ うに、 ［プレ

ビュー］ ページでファイルの全データを見ます。

7. テーブル定義エディ ターでで ［プレビュー］ タブをク リ ッ ク して、 ファ イルの全

データを読みやすいレイアウ トで表示します。
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Integer および Unsigned Binary データ型はいずれもデータを適切に受け入れて理解でき

るよ うに書式設定します。 また、 どちらのデータ型も  1、 2、 4 および 8 バイ ト をサポー

ト します。 このため、 どちらかのデータ型を選択するための決定的な理由はないよ うに

思われます。 この例は、 テーブル定義を作成または変更する場合には、 データの基本的

な構造を知っておく必要があるこ とを端的に示しています。

最終的な変更を行う

有効なデータ型と書式設定されたデータを再検討し、 Age 列には Integer データ型を選

択するこ とにします。

これで 1 番目のテーブル定義エラーが解決されました。 しかし、 ほかのエラーを解決す

るまではテーブル定義を保存するこ とができません。

ヒン ト ： データ型が "Unknown" （不明） になっているものをすべて解決し、 レコード

内の未定義バイ ト を明確に割り当てるまで、 テーブル定義を保存するこ とはできませ

ん。

次のエラー対象の 2 つのフ ィールドは並んでいるので集合的に見るこ とができます。 残

りの 2 つのテーブル定義エラーを解決するには、 これらを単一のエラーと して考える必

要があ り ます。
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まず、 dob フ ィールドに定義されていたデータ型 （Date） は 2 バイ トの列サイズに対し

て有効ではない、 という点に DDF Builder が注目したこ とがわかり ます。 その結果、

DDF Builder はこのデータ型を "Unknown" （不明） に変更しました。

次に、 元のテーブル定義では定義されていない 2 バイ トがあ り ます。 DDF Builder はこ

れらの 2 バイ トから新しい列 （フ ィールド 6） を作成し、 "Unknown" データ型を割り当

てました。

dob フ ィールドの用途に適したデータ型は Date ですが、 この Date データ型は 4 バイ ト

のフ ィールドが必要です。 "dob" 列 " と  " フ ィールド 6" 列をマージすれば、 Date データ

型に適合する  4 バイ トのフ ィールドを作成できます。 2 つの列をマージして Date デー

タ型を使用した場合、 1 番目のエラーでも行ったよ うに、 そのデータが適切に受け入れ

られ理解できるよ う な書式になっているかど うかを検証する必要があ り ます。

1. テーブル定義エディ ターで、 "dob" 列と  " フ ィールド 6" 列の両方を （Shift キーを

使って） 選択します。

2. 右ク リ ッ ク して ［列のマージ］ を選択します。

2 つの列が 1 つにマージされ、 4 バイ トの列が作成されます。

3. ［Btrieve 型］ リ ス トから  "Date" を選択します。

この情報の入力後に残りの列フ ィールドを見てみる と、 Date データ型を追加したこ と

によってレコードのデータが適切に書式設定されるこ とがわかり ます。
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［プレビュー］ ページで、 Date データ型で書式設定されたデータがどのよ うに処理され

るかを確認するこ とをお勧めします。

4. グ リ ッ ド  データ  ビューの下部にある ［プレビュー］ タブをク リ ッ ク します。

［プレビュー］ ページの dob 列を見て、 全データが適切に受け入れられ理解できる書式

で設定されているこ とを確認できます。

テーブル定義を保存する

これでテーブル定義が完了したので、 この作業を保存して変更を有効にしてください。

作業を保存する前に、 も う一度テーブル定義を見直してください。 データ  グ リ ッ ド  
ビューは次のよ うにな り ます。

Btrieve 型がすべて定義されているこ と、 未定義のフ ィールドが残っていないこ と、 ま

たすべてのバイ トが明確に割り当てられているこ とが一目でわかり ます。 これでテーブ

ル定義を保存できます。

1. メニューから、 ［ファイル］ > ［保管］ を選択します。
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終わりに

このレッスンでは、 データ型とサイズが適合しない場合に DDF Builder でどのよ うに処

理されるかをご紹介しました。 無効なデータ型やサイズが既存のテーブル定義内でどの

よ うに表示されるかを示し、 サイズとデータ型が適合して情報が適切に正し く表示でき

るよ う テーブル定義を変更するための解決例をいくつか提供しました。



102 DDF Builder チュート リアル

レ ッスン 4 – 列の定義の重複

シナリオ

このレッスンでは、 既存のテーブル定義があ り、 ファ イル内で同じバイ ト を共有する  2 
つの列定義が含まれています。 これは重複する列定義を作成するこ とになるので修正が

必要です。 

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder でファ イルを開き、 DDF Builder によってこの定義

になんらかの変更が行われるかど うかを確認するこ とです。 DDF Builder が実施する変

更を調べ、 重複している列定義を修正するために必要となる変更について検討します。

メモ ： DDF Builder はファイル内の重複する列定義を修正するための解決策を提示し、

それらの変更を保存できるよ うにします。

必要な知識

このレッスンでは、 OVERLAP.MKD という ファ イルを使用します。 このファイルは 
Tutorial2 フォルダー内にあ り ます。 デフォルトのインス トール先にインス トールしてい

る場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ます。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2

このフォルダーは Tutorial2 データベースの一部です。

メモ ： このチュート リ アルのデータにアクセスするためには、 このデータベースを指

し示す DSN （データ  ソース名） が必要です。 まだ DSN を作成していない場合は、 デー

タ  ソース名 （DSN） の作成を参照してください。

Btrieve ファイルを開く

すぐ前のレッスンから引き続き作業していれば DDF Builder は起動しているはずです。

終了していた場合は、 DDF Builder を起動してください。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開

し、 一覧から  Tutorial2 データベースを見つけます。
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2. TUTORIAL2 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク してそのノードを展開します。

3. ノードをさ らに展開して OVERLAP.MKD ファイルを探し、 それに関連付けられて

いる  SQL テーブルを表示します。

4. overlap SQL テーブル名をダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク して ［テーブル定義の

編集］ をク リ ッ ク します。

テーブル定義エディ ターでは、 次のメ ッセージが表示されます。
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このメ ッセージは、 DDF Builder で既存のテーブル定義を分析したら、 その定義に問題

があったという こ とを知らせています。 この結果、 DDF Builder で既存のテーブル定義

を開いて表示するために、 いくつか修正を行う必要があ り ました。

5. ［OK］ をク リ ッ クする と、 このメ ッセージがク リ アされテーブル定義が表示されま

す。

ヒン ト ： 発生する可能性がある定義エラーの詳細については、 定義エラー リス ト を参

照してください。

不一致を探す

まずは DDF Builder インターフェイスで、 元の定義と  DDF Builder による変更後の定義

との違いを確認し、 報告されたエラーについても再調査します。

テーブル定義エディ ターのグ リ ッ ド  データ  ビューでは、 既存のテーブル定義に対して 

DDF Builder が行った変更を反映したテーブル定義が表示されます。

変更または追加されたフ ィールドであるこ と示す不明アイコンやその他の視覚的なイン

ジケーターはあ り ません。

定義エラー ビューでは DDF Builder によって検出および変更された問題を表示します。

DDF Builder によって変更が行われる前の元のテーブル定義は、 元の定義ビューでいつ

でも見るこ とができます。
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メモ ： DDF Builder が行った変更は自動的に保存されません。 DDF Builder による修正

は保存する必要があ り ます。

元の定義と変更後の定義はすぐに比較できますが、 最初は DDF Builder によって報告さ

れるエラーを見てください。

エラーについて理解する

定義エラー ビューでは以下のこ とを通知します。

• 問題が発生した場所

• DDF Builder で検出された問題

• DDF Builder で元のテーブル定義に対して行った変更事項

定義エラー ビューでは次の 1 つの問題が挙げられています。 この問題について詳し く

見てみまし ょ う。

DDF Builder によって報告されたエラーは列定義の重複です、 これは、 テーブル定義に

同じバイ ト を共有する  2 つの列の定義が含まれているこ とを意味します。

DDF Builder では、 firstName 列が次の列と重ならないよ うにするために、 この列のサイ

ズを自動的に削減します。 これで列の長さが一致し、 複数の列にわたって定義されてい

るバイ トがなくな り ます。

問題が発生した
場所

DDF Builder で検出さ

れた問題

必要な対処

列 ： firstName DDFBLDR-4 ： SQL 列
がほかの列にオーバー
ラ ップしています。 列
のサイズを切り詰めま
した。

DDF Builder が指名した列 （firstName） はほ

かの列と重なっています。 重複する列をなく
し、 テーブル定義と  Btrieve ファ イルが同じ

レコード長になるよ うにするために、 DDF 
Builder は列のサイズを短く しました。
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グ リ ッ ド  データ  ビューと元の定義を見比べる と、 重複している列を確認するこ とがで

きます。

変更後の定義で firstName フ ィールドのサイズが 20 であるのに対し、 元の定義ではサイ

ズが 30 になっているこ とに注目してください。 元の定義では、 ［プレビュー］ 列に

ファース ト  ネームの "Joe" と ラス ト  ネームの "Smith" の両方が表示されています。 変更

後の定義ではこのフ ィールドのサイズが小さ くな り、 ［プレビュー］ 列にはファース ト  

ネームのみが適切に表示されています。

変更を受け入れるまたは拒否する

元の定義と  DDF Builder によって変更された定義を比較し、 それに加えてデータがどの

よ うに書式設定されたかを検証するこ とは、 DDF Builder によって行われた変更を受け

付けるかど うかを判断するのに役立ちます。

DDF Builder が行った変更の結果、 データが期待どおりの書式で表示され、 列の長さ も

一致するこ とが確認できます。

両ファイルの違いを調べ、 DDF Builder による変更を理解し、 データが適切であるこ と

を検証できたら、 いつでもその変更を受け入れるこ とができます。

テーブル定義を保存する

テーブル定義の変更を行ったのが、 ユーザーであろ う と  DDF Builder であろ う と、 その

変更を有効にするためにはそれを保存する必要があ り ます。 テーブル定義を保存する前
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に、 も う一度テーブル定義と ［プレビュー］ タブを見て、 すべてのフ ィールドが定義済

みで各バイ トが明確にされているこ とを確認する と良いでし ょ う。

メモ ： テーブル定義で Btrieve 型が "Unknown" （不明） であったり、 明確に割り当てら

れていないバイ トが含まれているフ ィールドがある と、 そのテーブル定義は保存するこ

とができません。

すべての Btrieve 型が定義済みで、 レコード内のすべてのバイ トが明確に割り当てられ

ているこ とがわかり ます。 これでテーブル定義を保存できます。

1. メニューから、 ［ファイル］ > ［保管］ を選択する とテーブル定義が保存されます。

これで、 列定義の重複を修正するために DDF Builder が変更したテーブル定義は、 現在

の定義と して保存できました。

終わりに

このレッスンでは、 列定義の重複が DDF Builder でどのよ うに処理されるか、 また列の

重複を解決するために DDF Builder が実施する変更についてご紹介しました。 DDF 
Builder によって変更された定義と元の定義を比較して、 その変更を受け入れるか、 あ

るいは拒否するかを判断する方法も示しました。
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レ ッスン 5 － ファイル / フ ィールド  フラグの不一致

シナリオ

このレッスンでは、 テーブル定義で設定されている  SQL 列フラグと一致しないフラグ

設定のフ ィールドを持つ Btrieve ファ イルがあ り ます。

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder でファ イルを開き、 DDF Builder によってこの定義

になんらかの変更が行われるかど うかを確認するこ とです。 DDF Builder が実施する変

更を調べ、 フラグの不一致を修正するために必要な変更があればその変更について検討

します。

必要な知識

このレッスンでは、 FLAGS.MKD とい う ファ イルを使用します。 このファ イルは 

Tutorial2 フォルダー内にあ り ます。 デフォルトのインス トール先にインス トールしてい

る場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ます。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2

このフォルダーは Tutorial2 データベースの一部です。

メモ ： このチュート リ アルのデータにアクセスするためには、 このデータベースを指

し示す DSN （データ  ソース名） が必要です。 まだ DSN を作成していない場合は、 デー

タ  ソース名 （DSN） の作成を参照してください。

Btrieve ファイルを開く

すぐ前のレッスンから引き続き作業していれば DDF Builder は起動しているはずです。

終了していた場合は、 DDF Builder を起動してください。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開

し、 一覧から  Tutorial2 データベースを見つけます。
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2. TUTORIAL2 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク してそのノードを展開します。

3. ノードをさ らに展開して FLAGS.MKD ファ イルを探し、 それに関連付けられている  

SQL テーブルを表示します。

4. flags SQL テーブル名をダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク して ［テーブル定義の編

集］ をク リ ッ ク します。

テーブル定義エディ ターでは、 次のメ ッセージが表示されます。
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このメ ッセージは、 DDF Builder で既存のテーブル定義を分析したら、 その定義に問題

があったという こ とを知らせています。 この結果、 DDF Builder で既存のテーブル定義

を開いて表示するために、 いくつか修正を行う必要があ り ました。

5. ［OK］ をク リ ッ クする と、 このメ ッセージがク リ アされテーブル定義が表示されま

す。

ヒン ト ： 発生する可能性がある定義エラーの詳細については、 定義エラー リス ト を参

照してください。

不一致を探す

まずは DDF Builder インターフェイスで処理対象の不一致を確認します。 まずは、 グ

リ ッ ド  データ  ビューと定義エラー ビューを見てください。

テーブル定義エディ ターのグ リ ッ ド  データ  ビューでは、 既存のテーブル定義に対して 

DDF Builder が行った変更を反映したテーブル定義が表示されています。

メモ ： DDF Builder が行った変更は自動的に保存されません。 DDF Builder による修正

は保存する必要があ り ます。

このレッスンの場合、 DDF Builder は注目すべき列について視覚的なインジケーターを

何も示しません。 フ ィールドが変更されているこ とを示す不明な列インジケーターはあ

り ません。

ヒン ト ： グ リ ッ ド  データ  ビューにおける属性の詳細については、 次にグリ ッ ド  デー

タ  ビューで表示される属性を挙げます。 を参照してください。

定義エラー ビューでは DDF Builder によって検出および変更された問題を表示します。
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こ こで、 元のテーブル定義を見てみまし ょ う。 DDF Builder によって変更が行われる前

の元のテーブル定義は、 元の定義ビューで見るこ とができます。

テーブル定義の不一致の詳しい説明に進む前に、 DDF Builder によって報告された定義

エラーを理解しておいてください。

エラーについて理解する

定義エラー ビューでは以下のこ とを通知します。

• 問題が発生した場所

• DDF Builder で検出された問題

• DDF Builder で元のテーブル定義に対して行った変更事項

定義エラーでは次の 1 つの問題を挙げています。

問題が発生した
場所

DDF Builder で検出された問題 必要な対処

列 ： lastName DDFBLDR-9 ： SQL 列の大小文字

無視フラグが Btrieve セグメン ト

の大小文字無視フラグと一致して
いません。 列の大小文字無視フラ
グが変更されます。

エラー対象のフ ィールドに大小文
字無視フラグを設定するかど うか
を検証し、 DDF Builder による変

更を受け入れるか、 または拒否す
る必要があ り ます。
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このエラーは、 SQL 列に対して大小文字無視フラグが設定されているが、 対応する  
Btreive セグメン トにはこのフラグが設定されていないこ とを示しています。 DDF 

Builder は Btrieve ファイルを変更しないので、 SQL テーブルは Btrieve ファ イルの仕様

に一致するよ う変更されます。 この状況を確かめるには、 現在のテーブル定義を元の定

義と比較します。

定義エラーでは lastName 列の大小文字無視の設定に問題があるこ とを示しています。

現在のテーブル定義と元のテーブル定義の lastName フ ィールドを比較する と、 この違

いがすぐにわかり ます。

この比較によって、 以下のこ とが判断できます。

• 元の定義では、 lastName フ ィールドに対して大小文字無視フラグが設定されていま

せんでした。

• 現在の （DDF Builder によって更新された） 定義では、 lastName フ ィールドに対して

大小文字無視フラグが設定されています。

DDF Builder は Btrieve ファイルに基づいて変更を行います。 DDF Builder では Btrieve 
ファイルを変更できません。 変更できるのは Btrieve ファ イルの構造を決定するテーブ

ル定義のみであるこ とを覚えておいてください。 そのよ うな訳で、 DDF Builder は （大

小文字無視フラグのない） 元の定義を変更して、 lastName フ ィールドで大小文字無視フ

ラグを利用できるよ うにしました。

メモ ： lastName フ ィールドはインデッ クス と して使用されます。 このため、 lastName 

フ ィールドの大小文字無視フラグの設定をク リ アするこ とはできません。
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変更を受け入れるまたは拒否する

定義エラーの原因を究明し、 DDF Builder が行った変更について理解しました。 こ こで、

DDF Builder がテーブル定義に対して行った変更を受け入れるか、 または拒否する必要

があ り ます。

DDF Builder が行った変更が正し くなければ、 その変更を拒否して最初からテーブル定

義を作成し直してください。 これは、 インデッ クス と して指定されているフ ィールドの

大小文字無視の設定は変更できないためです。

ただし、 このレッスンの目的は DDF Builder が行った変更を受け入れるこ とです。

lastName フ ィールドには大小文字無視フラグを設定します。

テーブル定義を保存する

テーブル定義エラーと変更について確認できたら、 この作業を保存して変更を有効にし

てください。 作業を保存する前に、 も う一度テーブル定義を見直してください。 データ  

グ リ ッ ド  ビューは次のよ うにな り ます。

Btrieve 型がすべて定義されているこ と、 未定義のフ ィールドが残っていないこ と、 ま

たすべてのバイ トが明確に割り当てられているこ とが一目でわかり ます。 これでテーブ

ル定義を保存できます。

1. メニューから、 ［ファイル］ > ［保管］ を選択する とテーブル定義が保存されます。

更新されたテーブル定義が保存され、 lastName フ ィールドに対して大小文字無視フ

ラグを設定できました。

終わりに

このレッスンでは、 Btrieve ファ イルと既存のテーブル定義でフラグ設定が異なる場合

に DDF Builder でどのよ うに処理されるかをご紹介しました。 DDF Builder によって行

われた変更を、 グ リ ッ ド  データ  ビューと元の定義ビューを使用して比較できるこ と も
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示しました。 また、 DDF Builder ではインデッ クス と して設定されているフ ィールドに

対する変更が行えないこ と も示しました。 DDF Builder によって行われた変更を拒否す

る、 または受け入れるための方針についても説明しました。
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レッスン 6 – インデックスの不一致

シナリオ

このレッスンでは、 テーブル定義のインデッ クス設定と一致しないインデッ クス設定を

持つ Btrieve ファ イルがあ り ます。

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder でファ イルを開き、 DDF Builder によってこの定義

になんらかの変更が行われるかど うかを確認するこ とです。 DDF Builder が実施する変

更を調べ、 インデッ クスの不一致を修正するために必要な変更について検討します。

ヒン ト ： DDF Builder はインデッ クスの不一致を修正するための解決法を提示し、 それ

らの変更を保存できるよ うにします。

必要な知識

このレッスンでは、 INDEX_INC.MKD という ファ イルを使用します。 このファ イルは 

Tutorial2 フォルダー内にあ り ます。 デフォルトのインス トール先にインス トールしてい

る場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ます。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2

このフォルダーは Tutorial2 データベースの一部です。

メモ ： このチュート リ アルのデータにアクセスするためには、 このデータベースを指

し示す DSN （データ  ソース名） が必要です。 まだ DSN を作成していない場合は、 デー

タ  ソース名 （DSN） の作成を参照してください。

Btrieve ファイルを開く

すぐ前のレッスンから引き続き作業していれば DDF Builder は起動しているはずです。

終了していた場合は、 DDF Builder を起動してください。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開

し、 一覧から  Tutorial2 データベースを見つけます。
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2. TUTORIAL2 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク してそのノードを展開します。

3. ノードをさ らに展開して INDEX_INC.MKD ファイルを探し、 それに関連付けられて

いる  SQL テーブルを表示します。

4. index_inc SQL テーブル名をダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク して ［テーブル定義

の編集］ をク リ ッ ク します。

テーブル定義エディ ターでは、 次のメ ッセージが表示されます。
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このメ ッセージは、 DDF Builder で既存のテーブル定義を分析したら、 その定義に問題

があったという こ とを知らせています。 この結果、 DDF Builder で既存のテーブル定義

を開いて表示するために、 いくつか修正を行う必要があ り ました。

5. ［OK］ をク リ ッ クする と、 このメ ッセージがク リ アされテーブル定義が表示されま

す。

ヒン ト ： 発生する可能性がある定義エラーの詳細については、 定義エラー リス ト を参

照してください。

不一致を探す

まずは DDF Builder インターフェイスで検出された不一致を確認します。 これは、 グ

リ ッ ド  データ  ビューと元の定義を比較すればすぐにわかり ます。

このレッスンの場合、 DDF Builder は注目すべき列について視覚的なインジケーターを

何も示しません。 フ ィールドが変更されているこ とを示す不明な列インジケーターはあ

り ません。

大変興味深いこ とに、 これらの 2 つのテーブル定義を比較しても違いが見つかり ませ

ん。 DDF Builder では変更を行っていますが、 DDF Builder が修正した問題はインデッ ク

スに関するものなので、 テーブル定義上に表れません。

インデッ クス情報についてよ り詳し く見る前に、 定義エラー ビューに挙げられている

問題を調査しまし ょ う。 定義エラー ビューでは DDF Builder によって検出および変更さ

れた問題を表示します。
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メモ ： DDF Builder が行った変更は自動的に保存されません。 DDF Builder による修正

は保存する必要があ り ます。

エラーについて理解する

定義エラー ビューでは以下のこ とを通知します。

• 問題が発生した場所

• DDF Builder で検出された問題

• DDF Builder で元のテーブル定義に対して行った変更事項

ヒン ト ： DDF Builder では Btrieve ファイルを変更できません。 変更は Btrieve ファイル

ではなくテーブル定義に対して行われます。

定義エラーでは次の 2 つの問題を挙げています。

問題が発生した
場所

DDF Builder で検出された

問題

必要な対処

インデッ クス ：
indx_id

DDFBLDR-1 ： この SQL イ
ンデッ クスに対応する  
Btrieve キーがあ り ません。

インデッ クスを無視しまし
た。

テーブル定義で見つかった SQL インデッ

クスに対応するキーが Btrieve ファ イルに

存在しません。 その結果、 DDF Builder で
はこのインデッ クスが無視されるため、
実行できる操作は DDF Builder による変

更の確認のみです。

インデッ クス ： 
インデッ クス  0

DDFBLDR-2 ： この Btrieve 
キーに対応する  SQL イン

デッ クスが見つかり ませ
ん。 インデッ クスを追加し
ました。

Btrieve ファ イルにキーがあるため、 それ

に対応するインデッ クスが DDF Builder 
によってテーブル定義に追加されました。
テーブル定義のインデッ クスを検証して、
DDF Builder が行った変更を受け入れる必

要があ り ます。
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1 番目のエラーは、 Btrieve ファ イルに存在しないインデッ クスが既存のテーブル定義に

含まれているこ とを示します。 DDF Builder はテーブル定義を変更するだけで Btrieve 

ファイル自体を変更するこ とはできないため、 このインデッ クスは無視されます。 これ

は、 存在しないインデッ クスを使用しないよ うにするためにも知っておく こ とが重要で

す。

2 番目のエラーはこの逆の状況です。 既存のテーブル定義に、 Btrieve ファイルで定義さ

れているインデッ クスがあ り ません。 DDF Builder は Btrieve ファイルのインデッ クスを

表すために、 これまで定義されていなかった SQL インデッ クスを追加します。

DDF Builder が作成したインデッ クスに名前を割り当て、 そのテーブル定義のインデッ

クスに対する変更を受け入れます。

メモ ： DDF Builder によって作成されたインデッ クスがあ り、 それがも う必要でない場

合は、 ファイルおよびテーブル定義からそのインデッ クスを削除するこ とができます。

同様に、 DDF Builder がテーブル定義を変更したと きに、 これまで定義されていなかっ

たインデッ クスを追加する必要があるこ とに気付く こ とができます。 どちらの場合で

も、 『Zen Programmer's Guide』 でインデッ クスの追加と削除に関する説明を参照してく

ださい。

インデックスに名前を付ける

1. テーブル定義エディ ターで ［インデックス］ タブを選択します。

2. ［インデッ クス］ 列の " インデッ クス 0" エン ト リ をダブルク リ ッ ク します。

3. インデッ クスの名前と して 「index_lname」 と入力します。



120 DDF Builder チュート リアル

メモ ： Btrieve ファイルに定義されたインデッ クスを見るには、 ［統計情報］ タブをク

リ ッ ク します。

テーブル定義を保存する

DDF Builder によってテーブル定義に追加されたインデッ クスを検証したので、 この作

業を保存して変更を有効にしてください。 作業を保存する前に、 も う一度テーブル定義

を見直してください。

Btrieve 型はすべて定義され、 不明なフ ィールド も無く、 またすべてのバイ トが明確に

割り当てられています。 これでテーブル定義を保存できます。

1. メニューから、 ［ファイル］ > ［保管］ を選択する とテーブル定義が保存されます。

終わりに

おめでと う ございます。 これでテーブル定義の保存が成功しました。 このレッスンで

は、 DDF Builder が認識したインデッ クスの不一致についてご紹介しました。 また、

DDF Builder が行った変更と更新されたテーブル定義の保存方法についても説明しまし

た。
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レッスン 7 – 可変長レコードの不一致

シナリオ

このレッスンでは、 テーブル定義で設定されている可変長レコード とは異なる可変長レ

コードを持つ Btrieve ファ イルがあ り ます。

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder でファ イルを開き、 DDF Builder によってこの定義

になんらかの変更が行われるかど うかを確認するこ とです。 DDF Builder が実施する変

更を調べ、 可変長レコードの不一致を修正するために必要となる変更について検討しま

す。

メモ ： 現在、 DDF Builder は可変長レコードの不一致を修正するための解決策を提示し

ていません。

必要な知識

このレッスンでは、 VARTABLE.MKD とい う ファ イルを使用します。 このファイルは 

Tutorial2 フォルダー内にあ り ます。 デフォルトのインス トール先にインス トールしてい

る場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ます。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2

このフォルダーは Tutorial2 データベースの一部です。

メモ ： このチュート リ アルのデータにアクセスするためには、 このデータベースを指

し示す DSN （データ  ソース名） が必要です。 まだ DSN を作成していない場合は、 デー

タ  ソース名 （DSN） の作成を参照してください。

Btrieve ファイルを開く

すぐ前のレッスンから引き続き作業していれば DDF Builder は起動しているはずです。

終了していた場合は、 DDF Builder を起動してください。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開

し、 一覧から  Tutorial2 データベースを見つけます。



122 DDF Builder チュート リアル

2. TUTORIAL2 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク してそのノードを展開します。

3. ノードをさ らに展開して VARTABLE.MKD ファイルを探し、 それに関連付けられて

いる  SQL テーブルを表示します。

4. varTable SQL テーブル名をダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク して ［テーブル定義

の編集］ をク リ ッ ク します。

テーブル定義エディ ターでは、 次のメ ッセージが表示されます。
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このメ ッセージは、 DDF Builder で既存のテーブル定義を分析したら、 その定義に問題

があったという こ とを知らせています。 この結果、 DDF Builder で既存のテーブル定義

を開いて表示するために、 いくつか修正を行う必要があ り ました。

5. ［OK］ をク リ ッ クする と、 このメ ッセージがク リ アされテーブル定義が表示されま

す。

ヒン ト ： 発生する可能性がある定義エラーの詳細については、 定義エラー リス ト を参

照してください。

不一致を探す

まずは DDF Builder インターフェイスで、 元の定義と  DDF Builder による変更後の定義

との違いを確認し、 報告されたエラーについても再調査します。

テーブル定義エディ ターのグ リ ッ ド  データ  ビューでは、 変更済みのテーブル定義が示

されます。

メモ ： DDF Builder が行った変更は自動的に保存されません。 DDF Builder による修正

は保存する必要があ り ます。

DDF Builder では、 変更または追加されたフ ィールドに対して不明な列インジケーター

を追加し、 注目すべき列であるこ とを視覚的に示します。 また、 可変長列インジケー

ターが可変長の列に追加されます。

ヒン ト ： グ リ ッ ド  データ  ビューにおける属性の詳細については、 次にグリ ッ ド  デー

タ  ビューで表示される属性を挙げます。 を参照してください。

定義エラー ビューでは DDF Builder によって検出および変更された問題を表示します。
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DDF Builder によって変更が行われる前の元のテーブル定義は、 元の定義ビューで見る

こ とができます。

エラーについて理解する

定義エラー ビューでは以下のこ とを通知します。

• 問題が発生した場所

• DDF Builder で検出された問題

• DDF Builder で元のテーブル定義に対して行った変更事項

定義エラーでは次の 2 つの問題を挙げています。

問題が発生した場
所

DDF Builder で検

出された問題

必要な対処

列 ： Name DDFBLDR-12 ： 可

変長列にできるの
はテーブル内の最
後の列だけです。
列の型を 
"Unknown" に変更

しました。

既存の SQL テーブル定義にはレコードの途

中に NOTE または LVAR データ型があ り ま

す。 DDF Builder では、 可変長列はレコード

内の最後に配置する必要がある と判断し、 こ
のデータ型を "Unknown" （不明） に変更しま

す。 DDF Builder が "Unknown" （不明） に変

更した列を定義する必要があ り ます。
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DDFBLDR-12 エラーは、 テーブル定義の最後の列ではない可変長フ ィールドが原因で

発生しています。 このファイルにはレコードの最後の列以外の位置に可変長フ ィールド

があるため、 DDF Builder ではこのフ ィールドのデータ型を "Unknown" （不明） に変更

します。

ヒン ト ： レッスン 3 － 無効なデータ型とサイズ では、 列のデータ型がその列のサイズ

に対して無効だった場合の具体的な対処手順を提供しています。

可変長フ ィールドの問題を修正するには、 不明なフ ィールドを適切なデータ型で定義し

ます。 これは次のセクシ ョ ンで説明します。

最後に報告されたエラーは、 DDF Builder が既存のテーブル定義でインデッ クスを検出

したが、 それに対応するキーが Btrieve ファ イルにはないという事象です。 このレッス

ンの過程で、 このエラーは解決されません。 解決されるのは可変長フ ィールドについて

だけです。 インデッ クスに関するエラーを解決するためには、 レッスン 6 – インデック

スの不一致を参照してください。

不明なフ ィールドを定義する

テーブル定義エディ ターのグ リ ッ ド  データ  ビューで、 不明なフ ィールドを定義します。

1. Name フ ィールドをク リ ッ ク して選択します。

2. ［Btrieve 型］ リ ス トから  "String" を選択します。

インデッ クス ：
UK_ID

DDFBLDR-1 ： この 
SQL インデッ クス

に対応する  Btrieve 
キーがあ り ません。
インデッ クスを無
視しました。

テーブル定義で見つかった SQL インデッ ク

スに対応するキーが Btrieve ファ イルに存在

しません。 その結果、 DDF Builder ではこの

インデッ クスが無視されるため、 実行できる
操作は DDF Builder による変更の確認のみで

す。

問題が発生した場
所

DDF Builder で検

出された問題

必要な対処
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メモ ： テーブル定義に BLOB または CLOB データ型が含まれている場合、 テーブルの

可変長部分にある列を編集するこ とはお勧めしません。

テーブル定義を保存する

不明なフ ィールドを定義し、 すべての問題を修正したら、 テーブル定義を保存できま

す。

作業を保存する前に、 も う一度テーブル定義を見直してください。

テーブル定義に未定義のフ ィールドがなく、 すべてのバイ トが明確に割り当てられてい

ます。 これでテーブル定義を保存できます。

1. メニューから、 ［ファイル］ > ［保管］ を選択する とテーブル定義が保存されます。

終わりに

おめでと う ございます。 テーブル定義が保存され、 可変長フ ィールドの修正に成功しま

した。 このレッスンでは、 レコードの最後にない可変長フ ィールドを DDF Builder でど

のよ うに処理するかをご紹介しました。 また、 フ ィールドを定義する方法と、 ファ イル

に対して有効なテーブル定義を作成する方法についても説明しました。
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レッスン 8 – レコード長の不一致

シナリオ

このレッスンでは、 テーブル定義で設定されているレコード長とは異なるレコード長を

持つ Btrieve ファ イルがあ り ます。

目的

このレッスンの目的は、 DDF Builder でファ イルを開き、 DDF Builder によってこの定義

になんらかの変更が行われるかど うかを確認するこ とです。 DDF Builder が実施する変

更を調べ、 レコード長の不一致を修正するために必要な変更について検討します。

ヒン ト ： DDF Builder はレコード長の不一致を修正するための解決策を提示し、 それら

の変更を保存できるよ うにします。

必要な知識

このレッスンでは、 rec_length.mkd という ファ イルを使用します。 このファ イルは 

Tutorial2 フォルダー内にあ り ます。 デフォルトのインス トール先にインス トールしてい

る場合、 このフォルダーは次の場所にあ り ます。

<Application Data>\DDFBuilder\tutorials\tutorial2

このフォルダーは Tutorial2 データベースの一部です。

メモ ： このチュート リ アルのデータにアクセスするためには、 このデータベースを指

し示す DSN （データ  ソース名） が必要です。 まだ DSN を作成していない場合は、 デー

タ  ソース名 （DSN） の作成を参照してください。

Btrieve ファイルを開く

すぐ前のレッスンから引き続き作業していれば DDF Builder は起動しているはずです。

終了していた場合は、 DDF Builder を起動してください。

1. DDF Builder のデータ  ソース  エクスプローラーで、 ［データベース］ ノードを展開

し、 一覧から  Tutorial2 データベースを見つけます。



128 DDF Builder チュート リアル

2. TUTORIAL2 データベース  アイコンをダブルク リ ッ ク してそのノードを展開します。

3. ノードをさ らに展開して REC_LENGTH.MKD ファ イルを探し、 それに関連付けられ

ている  SQL テーブルを表示します。

4. rec_length SQL テーブル名をダブルク リ ッ クするか、 右ク リ ッ ク して ［テーブル定

義の編集］ をク リ ッ ク します。

テーブル定義エディ ターでは、 次のメ ッセージが表示されます。
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このメ ッセージは、 DDF Builder で既存のテーブル定義を分析したら、 その定義に問題

があったという こ とを知らせています。 この結果、 DDF Builder で既存のテーブル定義

を開いて表示するために、 いくつか修正を行う必要があ り ました。

5. ［OK］ をク リ ッ クする と、 このメ ッセージがク リ アされテーブル定義が表示されま

す。

ヒン ト ： 発生する可能性がある定義エラーの詳細については、 定義エラー リス ト を参

照してください。

不一致を探す

まずは DDF Builder インターフェイスで、 元の定義と  DDF Builder による変更後の定義

との違いを確認し、 報告されたエラーについても再調査します。

テーブル定義エディ ターのグ リ ッ ド  データ  ビューでは、 変更済みのテーブル定義が示

されます。

メモ ： DDF Builder が行った変更は自動的に保存されません。 DDF Builder による修正

は保存する必要があ り ます。

DDF Builder では、 変更または追加されたフ ィールドに対して不明な列インジケーター

を追加し、 注目すべき列であるこ とを視覚的に示します。

ヒン ト ： グ リ ッ ド  データ  ビューにおける属性の詳細については、 次にグリ ッ ド  デー

タ  ビューで表示される属性を挙げます。 を参照してください。

定義エラー ビューでは DDF Builder によって検出および変更された問題を表示します。
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DDF Builder によって変更が行われる前の元のテーブル定義は、 元の定義ビューで見る

こ とができます。

エラーについて理解する

定義エラー ビューでは以下のこ とを通知します。

• 問題が発生した場所

• DDF Builder で検出された問題

• DDF Builder で元のテーブル定義に対して行った変更事項

定義エラーでは次の 1 つの問題を挙げています。

DDF Builder によって報告されたエラーは、 レコード長の不一致を示しています。

ヒン ト ： ［統計情報］ タブをク リ ッ クする と、 Btrieve ファイルの元のレコード長を調べ

るこ とができます。

これは、 レコードのすべてのバイ トに当たるフ ィールドがテーブル定義に含まれていな

かったこ とを意味します。 このよ うなバイ ト を明らかにするために、 DDF Builder は新

しい列を不明なデータ型と して作成しました。

すべてのバイ ト を定義して明確に割り当て、 Btrieve ファイルと正確に一致するテーブ

ル定義を作成します。 グ リ ッ ド  データ  ビューの下部にある  " フ ィールド 6" の行を見て

ください。

問題が発生した場
所

DDF Builder で検出された

問題

必要な対処

列 ： フ ィールド 6 DDFBLDR-6 ： テーブル定

義内に未定義のバイ トがあ
り ます。 不明な列を追加し
ました。

DDF Builder が未定義のバイ ト を明ら

かにするために追加した不明な列を
定義する必要があ り ます。
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レコード長が Btrieve ファ イルとテーブル定義で一致するよ う、 不明なフ ィールドを定

義するこ とができます。

フ ィールドを定義する

次に、 テーブル定義エディ ターのグ リ ッ ド  データ  ビューで、 不明のフ ィールドを定義

します。

1. グ リ ッ ド  データ  ビューで最後の行をク リ ッ ク して選択します。

2. " フ ィールド 6" フ ィールドを選択し、 フ ィールド名と して 「City」 と入力します。

3. ［ヌル］ チェ ッ ク  ボッ クスのチェッ クをオンにします。

4. ［サイズ］ で値を  50 バイ トに変更してください。

5. ［Btrieve 型］ 列の リ ス トから  "String" を選択します。

6. ［大小文字無視］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。

テーブル定義は次のよ うにな り ます。

7. グ リ ッ ド  データ  ビューで " フ ィールド 7" 行をク リ ッ ク して選択します。

8. " フ ィールド 7" フ ィールドを選択し、 フ ィールド名と して 「Income」 と入力しま

す。

9. ［Btrieve 型］ 列の リ ス トから  "Money" を選択します。
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10. ［桁数］ の値は 10 に、 ［小数位］ の値は 2 にします。

テーブル定義は次のよ うにな り ます。

これで不明なフ ィールドはすべて定義され、 すべてのバイ トは明確に割り当てられたの

で、 テーブル定義を保存します。

定義を保存する

行った変更を保存して適用できるよ う テーブル定義を保存します。

1. メニューから、 ［ファイル］ > ［保管］ を選択する とテーブル定義が保存されます。

終わりに

おめでと う ございます。 テーブル定義が保存され、 レコード長の不一致が適切に修正さ

れました。 このレッスンでは、 レコード長が異なる場合に DDF Builder でどのよ うに処

理されるかをご紹介しました。 また、 フ ィールドを定義する方法や、 サイズを変更して

列を分割したり、 ファ イルに対して有効なテーブル定義を作成する方法についても説明

しました。
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